
木
華
禦
王
園
下
の
探
馬
赤
軍
に
つ
い
て

萩

原

淳

卒

ま

え

が

き

一
探
馬
赤
軍
の
概
念

二
探
馬
赤
軍
武
将
と
そ
の
役
割

三
探
馬
赤
軍
の
編
成
と
「
諸
部
族
」
の
解
稗

五四

世
租
治
下
の
探
馬
赤
軍
の
再
編
成

探
馬
赤
の
語
義
・
語
源

む

す

び

ま

与

え.

ヵ:

き
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探
馬
赤
軍
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
の
時
代
か
ら
、
世
粗
ク
ビ
ラ
イ
が
元
朝
を
創
立
し
た
後
ま
で
、
東
は
中
園
地
域
か
ら
、
西
は
イ
ラ
ン
方
面

に
か
け
て
、
長
い
期
間
・
康
い
地
域
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
軍
で
あ
る
。
史
上
ま
れ
に
み
る
モ
ン
ゴ
ル
族
の
活
躍
の
下
で
、
こ
の
探
馬
赤
軍

は
、
目
魔
し
い
活
躍
を
し
た
こ
と
と
、
探
馬
赤
の
文
字
や
音
が
特
異
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
者
は
、
必
ず
と
言
っ

て
よ
い

程
、
誰
も
が
一
鹿
は
関
心
を
ょ
せ
る
課
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
多
く
の
著
名
な
研
究
者
が
論
著
の
な
か
や
資
料
の
誇
註

①
 

の
一
部
な
ど
で
、
こ
の
問
題
に
鍋
れ
て
き
た
。
専
ら
探
馬
赤
軍
の
み
を
封
象
と
し
た
研
究
と
し
て
は
、
既
に
三
十
年
以
上
も
前
に
護
表
さ
れ
た

@
 

に
も
拘
ら
ず
、
優
れ
た
考
察
が
多
い
、
護
雅
夫
氏
の
「
探
馬
赤
部
族
考
序
説
」
ほ
か
一
篇
は
、
私
も
し
ば
し
ば
本
研
究
で
そ
の
読
を
踏
襲
し
な

③

@
 

が
ら
、
論
を
展
開
し
た
程
で
あ
る
。
そ
の
後
、
海
老
津
哲
雄
・
楊
志
玖
雨
氏
が
こ
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
論
文
を
稜
表
し
た
。

し
か
し
、
探
馬
赤
軍
は
資
料
に
暖
味
な
貼
も
あ
り
、
難
解
を
極
め
る
事
も
あ
っ
て
、
解
樺
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
し
、
ま
だ
充
分
に
解
明
し
つ

く
さ
れ
た
定
設
も
な
い
よ
う
で
、

最
近
は
か
え
っ

て
混
範
を
き
た
し
て
い
る
と
す
ら
思
わ
れ
る
。
私
は
、
モ
ン
ゴ
ル
史
を
研
究
す
る
過
程
で
、
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探
馬
赤
軍
の
本
質
を
究
め
る
に
は
、

そ
の
起
源
で
あ
る
中
園
で
活
躍
し
た
木
華
察
王
園
下
の
探
馬
赤
軍
の
原
貼
に
か
え
り
、

そ
の
性
格
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
を
感
じ
、
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
説
と
異
な
る
結
果
を
え
た
の
で
、
難
解
を
承
知
の
上
で
、
私
見
を
述
べ

て
み
た
い
と

思
う
。

探
馬
赤
軍
の
概
念

探
馬
赤
軍
に
つ
い
て
、
最
も
詳
細
で
且
つ
定
義
的
に
記
し
て
い
る
の
は
、

向
田

若
夫
軍
士
、
則
初
有
蒙
古
軍
・
探
馬
赤
軍
。
蒙
古
軍
、

皆
園
人
。
探
馬
赤
軍
、
則
諸
部
族
也
。
其
法
、

家
有
男
子
十
五
以
上
、

無
衆
寡
、
量
愈
魚
兵
。
十
人
魚
一
牌
、
設
牌
頭
。
上
馬
則
備
戦
闘
、
下
馬
則
屯
褒
牧
養。

:

的
卒
中
原
、
設
民
魚
卒
、
是
信
用
漢
軍
。

。
其
縫
得
宋
丘
ハ
、
蹴
新
附
軍
。
.

『
元
史
』
の

「
丘
一志
」

一
の
一
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

七
十
以
下
、

と
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
探
馬
赤
軍
と
は
諸
部
族
」
な
り
の
解
揮
が
結
局
こ
れ
ま
で
の
争
貼
に
な

っ
て
き
た
。
西
方
皐
者
ら
の
見
解
は
、

漢
文
資
料
と
く
に
『
元
史
』
な
ど
を
使
用
し
な
い
で
、
西
方
資
料
に
よ
っ
て
探
馬
赤
軍
は
鎮
守
軍
な
り
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
り
、

そ
の
影
響

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
桐
劫
恋
氏
の
如
き
は
、
そ
の
著

『新
元
史
』
の

「

兵

士

山

」

『

元

史

』
を
否
定
し
、
前
掲
『
元
史
』
の
資
料
に

- 80ー

一
で
は、

制
到
臆
す
る
個
所
で
、

蒙
古
起
朔
方
、
兵
制
簡
易
、
部
衆
自
十
五
歳
以
上
七
十
歳
以
下
壷
愈
魚
兵
。
非
其
部
族
者
、
謂
之
探
馬
赤
軍。

「
探
馬
赤
部
族
考
序
説
」
お
よ
び
「
元
初
に
於
け
る
探
馬
赤
部

族
に
つ
い
て
」
で
、
探
馬
赤
軍
は
諸
部
族
な
り
と
云
う
『
元
史
』
の
立
場
か
ら
、
諸
部
族
の
解
明
に
あ
た
り
、
論
誼
の
す
え
、

探
馬
赤
軍
と
は
、
蒙
古
軍
と
は
別
に
、
車
一
の
部
族
よ
り
な
る
投
下
H
功
臣
の
軍
、
例
え
ば
ジ
ャ
ラ
イ
ル
・
イ
キ
レ
ス
な
ど
の
誇
り
高
き
部

族
の
軍
で
あ
る
。

と
述
べ
、
完
全
に
反
射
の
立
場
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
、
護
雅
夫
氏
は
、

、ι



と
し
た
。
と
れ
に
劃
し
て
、
海
老
淳
氏
は
、
「
元
朝
探
馬
赤
軍
研
究
序
説
」
の
な
か
で
、
護
氏
の
読
を
否
定
し
つ

つ
、
西
方
皐
者
の
設
を
も
引

用
し
て
、
探
馬
赤
軍
は
鎮
守
軍
な
り
の
読
を
肯
定
し
、
そ
の
う
え、

『
元
史
』
の
断
片
的
な
資
料
を
分
析
し
て
、

結
論
と
し
て
、

「
探
馬
赤
軍
は
諸
部
族
な
り
」
は
、
誤
っ
た
記
述
と
し
て
、

『
元
史
』
の

『
新
元
史
』
読
の
立
場
を
と
っ
た。

『
元
史
』
は
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
の
基
本
的
資
料
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

全
く
相
反
す
る
結
論
を
出
す
の

は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
成
る
程
、
『
元
史
』
は
短
時
日
の
聞
に
編
纂
さ
れ
、
誤
り
の
多
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
前
に
掲
げ
た
文
は
、
「
兵
士
山
」
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
部
分
で
あ
っ
て
、
言
わ
ば
総
論
と
も
言
う
べ
き
個
所
で
、
編
纂
者
と

し
て
は
最
も
苦
心
を
排
い
、
重
要
視
し
た
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
を
断
片
的
な
部
分
、
む
し
ろ
こ
の
部
分
に
こ
そ
誤
り
、
な
い
し
不
充
分
な
個
所

が
多
い
と
思
わ
れ
る
資
料
で
、
反
射
の
立
場
を
立
誼
す
る
こ
と
は
、
方
法
論
的
に
言
っ
て
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、

主
主
、
1
u
 
『
元
史
』
を
主
な
資
料
と
す
る
限
り
護
氏
の
立
場
こ
そ
正
し
い
と
思
う
。
従
っ
て
、
私
も
、
「
探
馬
赤
軍
と
は
諸
部
族
な
り
」
と
い
う

立
場
を
と
る
。
た
だ
し
、
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
諸
部
族
の
解
樟
で
は
、
護
氏
と
は
か
な
り
異
な
る
。

そ
こ
で
、
順
序
と
し
て
、
私
は
「
諸
部
族
」
の
解
明
の
た
め
の
候
件
を
追
求
し
て
み
よ
う。

- 81ー

ま
ず
、
先
に
掲
げ
た
根
本
資
料
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
の
箪
土
は
そ
の
成
立
に
つ

い
て
時
代
的
に
「
初
」
以
下
と
、

「
既
」
以
下
と
、

「継
」
以
下
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
期
の
中
原
卒
定
の
時
期
の
漢
軍
、
第
三
期
の
南
宋
を
卒
定
し
た
時
期
の
も
と
南
宋
軍

で
あ
る
新
附
軍
よ
り
以
前
に
、
蒙
古
軍
・
探
馬
赤
軍
は
成
立
し
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
園
初
成
立
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
探
馬
赤
軍
は
制
度
的
な
意
味
で
は
、
男
子
は
十
五
才
以
上
七
十
才
以
下
の
者
は
す
べ

て
兵
と
な
る
と
か
、

上
馬
す
れ
ば
、
戦
闘
に
備

え
、
下
馬
す
れ
ば
、
屯
褒
牧
養
す
る
な
ど
に
関
す
る
限
り
、

蒙
古
軍
と
全
く
同

一
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
て
、
遊
牧
騎
馬
軍
国
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
こ
と
を
知
る
。

き
て
、
先
き
に
掲
げ
た
「
兵
志
」

一
の
文
章
に
つ
づ
い
て
は
、
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又
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と
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
軍
に
協
力
し
、

モ
ン
ゴ
ル
の
外
園
遠
征
に
功
績
を
あ
げ
、
し
か
も
人
種
的
、
吐
禽
生
活
的
に
モ
ン
ゴ
ル
人
に
非
常
に
近
い

契
丹
軍
な
ど
は
言
い
方
に
よ
れ
ば
、

(契
丹
〉
部
族
軍
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
明
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、
探
馬
赤
軍
は
契
丹
軍
と
も

明
白
に
異
な
る
こ
と
を
知
る
。

「丘一
+芯
L

一
で
は
更
に、

又
有
以
技
名
者
、

日
砲
箪

・
努
軍

・
水
手
軍
。

と
あ
り
、
探
馬
赤
軍
は
こ
れ
ら
特
殊
技
能
を
持
っ
た
軍
と
も
異
な
る
こ
と
を
知
る
。
ま
た
更
に、

鹿
募
而
集
者
、
回
答
刺
翠
軍。

と
も
記
さ
れ
、
探
馬
赤
軍
は
募
丘
一軍
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
は
、

多
少
具
鎧
性
に
は
歓
け
る
が
、

概
念
的
総
論
的
に
探
馬
赤
軍
と
は
如
何
な
る
軍
で
あ
る
か
、

そ
の
基
本
は
定
義
づ
け
ら
れ
た
と
言

え
る
。
そ
し
て
こ
の
部
分
に
闘
す
る
限
り
、
蒙
古
軍
と
探
馬
赤
軍
は
略
同
一

の
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
し
か
言
え
な
い
。

断
片
的
な
資
料
、
例
え
ば
、
同
じ
く
「
兵
士
心」
二
の
銀
成
の
項
に
は
、

至
元
二
十
一
年
十
月
、

増
兵
銀
守
金
歯
園
、

以
其
地
民
戸
剛
狽
、
嘗
嘗
以
漢
軍

・
新
附
軍
三
千
人
成
守
。
今
再
調
探
馬
赤
蒙
古
軍
二
千
人
、

令
薬
刺
海
率
赴
之。

『
元
史
』
の
な
か
の

- 82ー

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
本
紀
巻
十
三
で
は
、

至
元
二
十
一
年
十
月
戊
申
、
四
川
行
省
言
、
金
歯
遺
民
、

向
多
未
附
。
以
要
刺
海
時
間
探
馬
赤
軍
二
千
人
討
之
。

と
あ
り、

事
件
と
し
て
は
、
全
く
同
一

の
こ
と
を
取
扱
い
な
が
ら
、
「
兵
士山
」
こ
で
は
探
馬
赤
蒙
古
軍
と
記
し
、

「本
紀
」
で
は
車
に
探
馬
赤

軍
と
記
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
を
何
れ
か
誤
り
と
す
る
か
、
別
の
解
轄
を
加
え
る
か
、

種
々
の
考
え
方
は
あ
ろ
う
。

し
か
し、

周
知
の
よ
う
に、

『
元
史
』
で
は
モ
ン
ゴ
ル
関
係
に
つ
い
て
同
一
人
名
や
同
一
地
名
が
幾
通
り
か
の
漢
字
音
で
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
世
租
と
ア
リ
ク
ブ
カ

と
の
戦
争
が
行
な
わ
れ
た
菅
木
土
脳
見
の
地
名
は
十
一
ケ
所
に

記
録
さ
れ
る
が
、

朱
門
禿
な
ど
九
通
り
の

漢
字
化
が
な
さ
れ
て
い
る。

こ
れ



は
、
こ
の
戦
い
に
関
す
る
記
録
が
恐
ら
く
九
人
以
上
の
人
々
に
よ

っ
て
記
さ
れ
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
編
纂
さ
れ
た
の
で
、
編
纂
者
が
統

一
見
解

を
だ
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
編
纂
し
な
お
し
た
も
の
で
は
な
い
。
皐
に
地
名
や
人
名
の
漢
字
化
の
み
な
ら
ず
、
一
つ
の
事
件
に
つ
い
て
も、

そ
れ
を
記
し
た
人
に
よ
っ
て
表
現
や
許
債
は
異
な
る
。
探
馬
赤
蒙
古
軍
に
閲
し
て
も
、
「
兵
志
」
一
で
蒙
古
軍
と
探
馬
赤
軍
は
明
ら
か
に
区
別

さ

れ

て

い

る

と

し

て

も

、

他

の

個

所

で

は

、

『

元

史

』

の

記

録

の

う

ち

、

特

に

モ
ン
ゴ
ル
に

つ
い
て
は
あ
る
一
つ
の
償
値
基
準
で
全
世
を
機
械
的
に
判
断
す
る
こ
と
こ
そ
危
険
で
あ
る
。
私
は
先
に
か
か
げ
た
探
馬
赤
蒙
古
箪
と
探
馬
赤
軍

は
同
一
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、
前
者
は
よ
り
詳
細
に
述
べ
た
の
で
、
結
局
、

蒙
古
軍
と
探
馬
赤
軍
は
時
に
、
あ
る
い
は
取
扱
う
人
に
よ
っ

こ
の
基
準
で
記
録
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

て
同
一
視
さ
れ
る
程
、
似
て
レ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
断
片
的
な
例
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
類
例
は
、
外
に
も
幾
っ
か
翠
げ
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
蒙
古
軍
と
探
馬
赤
軍
と
は
、

紛
ら
わ
し
い
程
類
似
黙
が
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ら
か
に
蒙
古
軍
と
探
馬
赤
軍
は
区
別
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
そ
の
相
違
貼
は
何
か
と
言
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

「丘
ハ士山」

一
で
は
、
明

- 83ー

探
馬
赤
軍
武
賂
と
そ
の
役
割

「丘
ハ士心」

一
で
は、

そ

を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
探
馬
赤
軍
は
解
明
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

の
相
違
粘
'が
、
単
に
蒙
古
軍
は
園
人
、
探
馬
赤
軍
は
諸
部
族
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

結
局
は
、

こ
の
園
人
と
諸
部
族
の
定
義

そ
の
表
現
が
あ
ま
り
に
漠
然
と
し
て
い
て
こ
の
文
だ
け
で
は
直
接
の
手
掛
り

は
得
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

「丘
(
志
」
二
に
よ
れ
ば
、

『
元
史
』
中
の
断
片
的
で
は
あ
る
が
具
睦
的
な
事
例
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、

園
初
木
華
察
奉
太
租
命
、
牧
札
刺
見
・
冗
魯
・
忙
冗
・
納
海
四
投
下
、
以
按
察
見
・

字
羅

・
笑
乃
解
・

不
里
海
抜
都
見

・
閥
閥
不
花
、
領
探
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虚
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。
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と
あ
り
、

探
馬
赤
軍
は
、
園
初
に
木
葦
禦
の
も
と
に
五
部
に
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。

た
だ
し
園
初
と
言
っ
て
も
明
ら
か
で
は
な
い。

チ
ン

ギ
ス

・
カ
l
ン
親
ら
金
園
遠
征
を
行
な
い
、

の
ち
金
朝
が
南
濯
し
、
=

二
七
年
に
木
華
裂
が
園
王
に
任
ぜ
ら
れ
、
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
か
ら
、

太
行
之
北
、
朕
自
経
略
。
太
行
以
南
、
卿
其
勉
之
。

と
、
放
を
賜
い
、
か
っ
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
は
親
ら
所
在
を
示
す
九
路
大
旗
を
木
華
饗
に
興
え
、
諸
絡
に
、

木
華
繋
建
此
旗
以
出
蹴
令
、
如
牒
親
臨
也
。

と
識
し、

更
に
、

乃
建
行
省
子
雲
燕
、
以
圏
中
原
。

と
あ
る
よ
う
に
、
木
華
察
園
王
に
中
原
経
営
を
一
任
し
た
。
こ

の
時
、

木
華
園
王
軍
が
編
成
さ
れ
た
が
、

そ
の
内
容
は
、

分
弘
士
口
刺

・
亦
乞
烈
思
・
冗
魯
冗

・
忙
冗
等
十
軍
、
及
吾
也
市
契
丹
・

蕃
漢
等
軍
、
並
属
臨
時
下。

@
 

で
あ
っ
た
。
探
馬
赤
軍
は
、
こ
の
後
、
間
も
な
く
、
こ
の
木
華
禁
固
王
軍
の
中
で
編
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、

そ
の
活
躍
の
様
子
は
、
五
部
将
の
う
ち
三
人
に
関
し
て
『
元
史
』
に
俸
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
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う
ち
、

重
要
な
部
分
を
紹
介
し
よ
う。

按
札
見
(『
元
史
』
省

二
一
二
〉
の
場
合
は
、
木
華
繋
園
王
軍
の
前
鋒
と
な
っ
て
各
地
を
樽
戦
し
功
績
を
あ
げ
た
が
、
己
卯
の
年
二

二
九
年
、

木
華
繋
が
遠
征
し
て
、
河
中
府
を
下
し
て
、
北
方
に
引
き
か
え
し
た
時
、
木
華
察
は
按
札
見
に
所
部
の
兵
を
統
率
し
て
、
卒
陽
に
駐
屯
し
、
金

軍
に
備
え
さ
せ
、
し
ば
ら
く
の
問
、
園
王
事
を
掻
せ
し
め
た
と
言
う
か
ら
木
筆
家
の
信
任
が
厚
か
っ
た
。
嘗
時
園
威
の
回
復
を
は
か
つ
て
、
し

ば
し
ば
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
に
反
抗
し
て
き
た
金
持
乞
石
烈
氏
も
按
札
見
の
威
名
を
お
そ
れ
て
、
敢
て
軽
々
し
く
は
其
の
境
を
犯
さ
な
か

っ
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
按
札
見
の
威
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
の
は
、
河
中
府
の
攻
防
戦
で
あ
る
。

一一一二
一
一
年
、
園
王
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
既
に
五
年
ほ
ぼ
河
北
を
卒
定
し
た
木
筆
察
は
、
こ
の
年
八
月
に
秦
輩
地
方
攻
略
を
計
劃
し
た
。
木

華
繋
俸
に
よ
る
と
、



八
月
、
謄
土
喬
静
員
目
、
今
観
天
象
、
未
可
征
準
。
木
筆
繋
目
、
主
上
命
我
卒
定
中
原
。
今
河
北
雄
卒
、
而
河
南
・
秦
輩
未
下
。
若
因
天
象

而
不
進
兵
、
天
下
何
時
而
定
耶
。
且
達
君
命
、
得
魚
忠
乎
。

と
あ
る
。
こ
の
問
答
は
、
ま
さ
に
木
華
繋
の
人
と
な
り
を
示
し
、
面
白
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
、
木
華
繋
は
固
い
決
心
で
黄
河
を
渡
り
快
西
に

入
ろ
う
と
し
た
。
結
局
、
こ
の
遠
征
は
木
華
繋
最
後
の
遠
征
に
な
り
、
由
開
途
彼
は
病
死
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
遠
征
は
、

黄
河
が
南
下
し

て
、
ほ
ぽ
直
角
に
東
流
す
る
、
そ
の
折
黙
の
河
中
府
を
通
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
首
時
河
中
府
は
金
軍
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
木

華
察
軍
の
進
撃
で
降
服
し
た
。
こ
こ
は
戦
略
的
に
は
最
も
重
要
な
地
で
あ
る
た
め
、
木
華
饗
は
、

蒲
魚
河
東
要
害
、
我
揮
守
者
、
非
君
不
可
。

と
言
っ
て
、
石
天
躍
を
指
名
し
、
彼
を
と
り
あ
え
ず
河
東
南
北
路

・
快
右
閥
西
行
蓋
に
任
命
し
て
守
ら
せ
た
。
石
天
慮
は
黄
河
に
浮
梁
を
作
っ

て
、
軍
を
渡
し
た
。
そ
し
て
木
華
察
本
軍
は
鳳
閉
め
ざ
し
て
進
軍
し
た
。
こ
れ
を
見
て
、
金
軍
の
侯
七
(侯
小
叔
〉

は
十
高
の
軍
を
ひ
き
い
て
、

河
中
府
の
石
天
躍
を
攻
撃
し
て
き
た
。
こ
の
戦
闘
は
、
首
時
と
し
て
は
除
程
有
名
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

『
金
史
』
の
宣
宗
本
紀

(
下
)
や
侯
小

戸、u。。

叔
停
、

『
元
史
』
で
は
、
木
華
繋
停
・
石
天
鹿
停
な
ど
に
も
多
少
異
な
っ
た
記
述
は
あ
る
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
結
局
こ
の
戦
い
で
石
天

躍
は
戦
死
し
て
、
河
中
府
は
金
軍
の
占
援
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
事
態
は
、
遠
行
路
上
の
戦
略
的
要
地
を
失
う
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
騎
馬

軍
国
の
遠
征
に
と
っ
て
最
も
憂
慮
す
べ
き
結
果
と
な
っ
た
。
黄
河
に
か
け
ら
れ
た
浮
梁
は
焼
か
れ
、
木
筆
家
軍
は
障
る
に
蹄
ら
れ
な
い
獄
態
に

追
い
込
ま
れ
た
。

そ
こ
で
、
河
中
府
に
近
い
卒
陽
に
駐
し
て
い
た
按
札
見
は
急
謹
要
害
の
河
中
府
奪
回
を
は
か
っ
た
が
、
こ
の
戦
い
で
、
按
札
見
は

「
斬
首
数

十
高
級
」
、
金
軍
の
「
逃
兎
者
僅
十
数
」
と
云
う
大
戦
果
を
あ
げ
、
浮
梁
を
再
び
作
っ
て
、
無
事
木
華
察
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
木

華
震
は
、
黄
河
を
渡
っ
て
、
間
も
な
く
聞
喜
豚
で
病
渡
し
た
。
按
札
見
は
、
木
牽
禦
の
長
子
第
二
代
園
王
字
魯
に

つ
か
え
、
の
ち
太
宗
の
金
園

遠
征
の
際
に
は
、
鈎
州
三
峯
山
の
戦
い
で
、
金
持
完
顔
合
達
の
十
五
蔦
の
軍
と
戦
い
、
大
き
な
戦
果
を
お
さ
め
た
。

最
後
に
、
按
札
見
は
金
の
滅
亡
後
、
卒
陽
戸
六
百
一
十
有
四
、
脇
戸
三
十
、
強
戸
四
を
賜
わ
り
、
卒
陽
に
鎖
守
し
た
が
、
卒
陽

・
太
原
地
域
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を
管
轄
し
た
。

閥
閥
不
花
、

(
『
元
史
』
谷

二
一
三
)
の
場
合
は

閥
附
不
花
魚
五
部
前
鋒
都
元
帥
、
所
向
莫
能
支
。

と
あ
っ
て
、
木
華
繋
園
王
の
前
鋒
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
た
こ
と
は
按
札
見
と
同
じ
で
あ
る
が
、

五
部
前
鋒
都
元
帥
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
五
部
将
の
う
ち
で
も
代
表
格
で
あ
ろ
う
か
、
彼
は
漬

・
様
諸
州
か
ら
盆
都
方
面
で
活
躍
し
た
。
た
だ
彼
は
按
札
児
と
性
格
的
に
は
異
な
っ

て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
先
の
文
に
つ
づ
い
て
、
「
然
不
噌
殺
、
惟
欲
以
威
信
懐
附
。
故
所
至
無
残
破
。
」
と
あ
っ
て
、
嘗
時
の
モ
ン
ゴ
ル
部
勝

と
し
て
は
、
異
色
の
存
在
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
最
も
顕
著
な
例
は
、
太
宗
の
金
園
遠
征
の
折
、
彼
は
准
水
を
渡
り
誇
州
を
攻
め
た
時
の
事
で
、

守
賂
無
降
意
、
射
誓
城
中
識
之
。
城
中
人
感
泣
、
以
綜
興
十
本
金
公
主
開
門
迭
款
。
悶
閥
不
花
下
令
軍
中
削
入
城
虜
掠
者
死
。

城
中
帖
然
。

一
般
に
は
、
特
に
西
方
で
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
軍
は
無
謀
な
大
量
虐
殺
を
し
た
と
非
難
さ
れ
て
い
る
が
、

先
の
河
中
府

の
場
合
の
よ
う
に
、
騎
馬
軍
国
は
、
補
給
路
を
含
め
、
交
通
路
の
中
断
を
最
も
恐
れ
る
の
で
、
将
来
の
不
安
を
除
く
た
め
、
戦
略
的
に
言
っ
て

も
定
着
民
族
に
封
し
て
は
理
解
を
越
え
た
行
動
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
定
着
社
舎
に
持
績
的
に
支
配
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
同
じ

と
記
し
て
い
る
。
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モ
ン
ゴ
ル
族
で
も
次
第
に
襲
っ
て
き
た
。
す
で
に
木
華
繋
自
身
、
史
天
津
ら
の
し
ば
し
ば
の
助
言
に
よ
っ
て
受
動
的
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
晩

年
に
は
、
殺
裁
を
思
い
止
ま
っ
た
事
質
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
太
宗
時
代
に
入
っ
て
、
閲
閥
不
花
が
積
極
的
に
反
抗
者
に
降
服
を
す

不
思
議
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
閥
閥
不
花
の
こ
の
行
動
は
、
一
般
的
に
見
れ
ば
、
ま
だ
こ
の
時
期
と
し
て
は
特
筆
す

す
め
た
と
し
て
も
、

ベ
き
傾
向
と
言
え
よ
う。

最
後
に
、

歳
丙
申
、
太
宗
命
五
部
時
分
鎖
中
原
、
閥
閥
不
花
鎖
盆
都

・
済
南
。
按
察
見
鎮
卒
陽

・
太
原
。
字
羅
鎖
員
定
。
宵
乃
台
鎮
大
名
。
怯
烈
台
鎮

東
卒
。
括
其
民
匠
、
得
七
十
二
高
戸
、
以
三
千
戸
賜
五
部
絡
。
岡
閥
不
花
得
分
戸
六
百
。

立
官
治
其
賦
、
得
薦
置
長
吏
、
歳
従
官
給
其
所
得

五
戸
称
、
以
疾
卒
官
。



と
あ
り
、
ま
た
、
「
食
貨
士
山
」
三
に
は
、

閥
閥
不
花
先
鋒
、
五
戸
紙
、
任
子
年
元
査
盆
都
等
鹿
鴎
零
二
百
七
十
五
戸
。

と
あ
る
よ
う
に
、
閥
閥
不
花
は
盆
都
に
六
百
戸
を
下
賜
さ
れ
、

盆
都

・
済
南
を

管
轄
区
域
と
し
て
、

鎮
守
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

(
一
二
五
二
、
窓
宗
二
〉
年
に
は
逃
亡
戸
な
ど
あ
っ
て
、
二
百
七
十
五
戸
に
減
少
し
た
が
、
な
お
存
績
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

の
ち
壬
子

笑
乃
慢
は
、
俸
と
し
て
は
同
音
別
字
で
「
宵
乃
台
」
(
『
元
史
』
省
一
一
一
O
)
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
場
合
は
、
始
め
同
じ
よ
う
に
木
華
繋

麿
下
の
先
鋒
軍
で
あ
っ
た
が
、
一
二
二
五
年
、
一
旦
降
服
し
た
金
持
武
運
(
仙
〉
が
木
華
繋
死
後
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
が
弱
盟
と
な
っ
た
一
一
一
一
一

五
年
に
員
定
で
叛
凱
を
お
こ
し
た
。
こ
の
叛
凱
は
、
チ

ン
ギ
ス

・
カ
I
ン
の
中
園
侵
入
以
来
、
元
朝
確
定
期
ま
で
の
問
、
最
も
活
躍
し
た
史
天

津
を
頂
貼
と
す
る
史
氏
一
族
に
か
か
っ
た
随
一
の
悲
劇
と
し
て
喧
侍
さ
れ
た
事
件
で
も
あ
り
、
省
乃
台
俸
は
も
と
よ
り
、
太
租
本
紀
・
史
天
侃

俸
・
史
天
津
傍
や
『
金
史
』
の
武
仙
停
な
ど
に
詳
し
い
。
要
約
す
る
と
、
史
天
侃
・
史
天
津
ら
の
父
で
あ
り
、
史
氏
一
門
の
長
老
の
史
乗
直
は

既
に
=
二

三
年
彼
の
も
と
に
集
っ
た
民
衆
を
ひ
き
い
て
遠
く
北
方
に
行
っ
た
。
残
っ
た
彼
の
妻
を
、
子
の
史
天
津
が
北
方
に
迭
り
と
ど
け
に

放
し
て
い
た
聞
に
、
武
運
が
反
凱
を
お
こ
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
木
華
察
園
王
軍
の
進
出
で
員
定
が
卒
定
さ
れ
る
と
、
木
華
察
は
史
天
侃
を
河
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北
西
路
兵
馬
都
元
帥
・
行
府
事
に
任
じ
、

こ
の
二
人
は
ま
た
封
照
的
な
人
物

で
、
天
悦
は
員
面
白
人
間
、
武
運
は
策
謀
家
野
心
家
で
あ
っ
た
。
史
天
津
の
放
行
出
護
で
手
薄
に
な
っ
た
の
を
見
て
、
武
運
は
、
天
仰
を
酒
宴

に
誘
っ
た
。
こ
れ
が
策
謀
で
あ
る
こ
と
は
天
促
も
探
知
し
て
い
た
が
、
員
面
白
人
聞
の
天
侃
は
あ
え
て
出
向
い
て
謀
殺
さ
れ
た
。

降
服
し
た
武
運
を
、

天
侃
の
副
と
し
て
治
安
に
あ
た
ら
せ
た
。

こ
の
事
件
を
知
っ
て
史
天
津
は
蹄
還
を
早
め
、
武
遷
討
伐
を
は
か
っ
た
が
、
そ
の
際
木
筆
家
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
援
助
を
要
請
し
た
。
こ
の
要

請
に
答
え
て
、
木
華
繋
は
笑
乃
鰐
を
汲
遣
し
た
。
笑
乃
鰐
は
こ
の
時
精
甲
三
千
を
率
い
て
、
史
天
津
軍
と
合
し
て
巌
し
い
戦
闘
の
後
、
武
運
を

遁
い
排
い
良
定
を
回
復
し
た
。
こ
の
時
、
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時
士
怒
民
之
反
復
、
騒
高
人
出
、
持
屠
之
。
宵
乃
台
日
、
金
氏
慕
園
威
信
、

係
我
衆
蘇
、
此
民
魚
賊
所
騎
務円
、
有
何
罪
鷲
。
若
不
勝

一
朝
之

念
、
非
惟
自
屈
其
力
、
且
竪
他
城
不
降
之
心
。
乃
皆
樟
之
。
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と
あ
る
よ
う
に
、

笑
乃
鰐
は
最
初
の
功
績
を
員
定
で
、
史
天
津
と
協
力
し
て
あ
げ
、
し
か
も
彼
は
単
に
軍
事
力
を
設
揮
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

民
政
を
も
考
慮
し
た
施
策
を
施
し
た
。

笑
乃
鰐
は
そ
の
後
、
太
原
を
下
し
、
太
行
を
略
し
、

ま
た
鯖
附
と
反
逆
を
繰
り
返
し
た
宋
賂
彰
義
斌
を
も
破
っ
て
、
彼
を
殺
し
て
止
め
を
さ

し
た
。
そ
の
後
も
時
職
し
、
特
に
東
卒
卒
定
に
は
大
き
な
功
績
を
あ
げ
た。

ま
た
太
宗
の
金
園
遠
征
に
も
、
史
天
津
と
協
力
し
て
察
州
を
か
こ

み
、
血
戦
連
日
、
事
質
上
、
金
朝
に
最
後
の
止
め
を
刺
し
た
。

な
お
、
笑
乃
解
は
金
朝
滅
亡
後
、

賜
東
卒
戸
三
百
、

伴
食
其
賦
、
命
巌
質
魚
治
第
宅
。
分
援
牧
馬
草
地
。

日
膳
供
二
羊
及
衣
糧
等
。
以
老
病
卒
子
東
卒
。
開
葬
漠
北
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
卒
に
食
邑
三
百
戸
を
下
賜
さ
れ
、
こ
こ
に
鎮
守
し
て
生
涯
を
終
え
た
と
み
ら
れ
る
。

@
 

こ
の
ほ
か
、
探
馬
赤
部
賂
と
記
さ
れ
る
人
物
は
、
幾
人
か
存
在
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
明
確
で
な
い
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
に
も
奉
げ
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た
五
部
将
の
一
人
で
あ
る
字
羅
に
つ
い
て
だ
け
は
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

@
 

護
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
字
羅
は
木
華
裂
の
長
子
字
魯
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
読
は
、
す
で
に
那
珂
逼
世
氏
の
『
成
吉
思
汗
貫
録
』

巻

一二
の
探
馬
臣
の
割
註
で
も
、
「
字
羅
は
木
華
繋
の
子
の
字
魯
な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
巌
密
に
言
え
ば
、
字
羅
と
字
魯
の
音
は
異
な

『
元
史
』
の
モ
ン
ゴ
ル
人
名
の
音
詩
漢
字
化
で
は
、
例
え
ば
字
羅
海
抜
都
と
字
魯
海

っ
て
い
る
の
で
、
別
人
と
し
て
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
が
、

抜
都
と
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

る
。
従
っ
て
こ
の
貼
だ
け
で
は
、
字
羅
と
字
魯
は
同
一
人
か
別
人
か
は
剣
定
で
き
な
い
。
し
か
し
字
羅
は
、
功
績
を
あ
げ
た
後
、
金
の
滅
亡
後

「食
貨
士
山
」
三
に
は
、

一
般
的
に
見
て
も
、

こ
の
程
度
の
音
需
の
多
様
性
は
多
く
認
め
ら
れ

は
五
部
絡
で
三
千
戸
が
分
興
さ
れ
て
お
り
、
卒
均

一
人
六
百
戸
が
輿
え
ら
れ
た
。

字
羅
先
鋒

五
戸
総
・
丙
申
年
分
撒
康
卒
種
田
一
百
戸

と
あ
り
、
多
少
数
字
は
異
な
る
が
同
一
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
に
射
し
て
、

字
魯
は
木
華
裂
の
長
子
で
、
園
王
位
を
継
承
し
た
第
二
代
の
園
王
で

あ
る
。
木
華
撃
は
木
華
豪
家
を
代
表
し
て
寅
に
、
三
高
九
千
一
十
九
戸
を
分
輿
さ
れ
て
い
る
程
で
、
功
臣
と
し
て
の
格
が
全
く
異
な
る
。
そ
れ



ば
か
り
で
な
く
、
木
華
繋
家
の
字
魯
は
、
第
二
代
の
園
王
に
な
り
な
が
ら
僅
か
三
十
二
才
の
若
さ
で
一
二
二
八
年
ハ
太
組
二
十
三
〉
に
死
亡
し

た
。
他
方
五
部
絡
の
字
羅
は
金
の
滅
亡

(
一
二
三
四
)
の
後
、
丙
申
(
一
三
ニ
六
〉
年
に

員
定
の
鎮
守
軍
の
長
と
し
て
配
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
見

る
と
、
字
魯
と
は
全
く
別
人
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
護
氏
は
こ
の
字
魯
か
ら
ジ
ヤ
ラ
イ
ル
探
馬
赤
軍
、
更
に
ジ
ヤ
ラ
イ
ル

と
同
格
の
イ
キ
レ
ス
・
オ
ン
ギ
ラ
l
ト
探
馬
赤
軍
な
ど
と
所
謂
功
臣
名
族
探
馬
赤
軍
へ
と
展
開
し
て
い
く
が
、
私
の
結
論
と
は
、
こ
の
字
羅
の

解
韓
あ
た
り
か
ら
両
極
端
へ
と
分
か
れ
て
い
く
。
そ
の
貼
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
と
し
て
、
私
と
し
て
は
、
確
誼
の
え
ら
れ
る
前
記
の
俸
の

あ
る
三
人
か
ら
論
を
進
め
て
い
こ
う
。

さ
て
、
閥
閥
不
花
・
按
察
見
・
笑
乃
鰐
の
探
馬
赤
軍
三
部
絡
の
概
略
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

い
ず
れ
も
初
め
は
木
華
繋
園
王
軍
の
先
鋒
で
あ

っ
た
こ
と
、

ま
た
い
ず
れ
も
輝
し
い
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
功
績
を
あ
げ
た
場
所
の
う
ち
で
、

後
に
鎮
守
軍
と
し
て
止
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
先
鋒
軍
に
つ
い
て
見
る
と
、
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モ
ン
ゴ
ル
軍
の
一
般
論
か
ら
言
え
ば
、
先
鋒
軍
は
祉
舎
階
層
的
に
言
え
ば
最
下
層
の
人
々
が
受
け

持
つ
の
が
原
則
で
あ
る
。
重
要
な
戦
争
な
ど
の
例
外
は
別
と
し
て
、
軍
事
力
の
優
劣
に
よ
っ
て
先
鋒
が
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
軍
事
力
が

弱
瞳
だ
か
ら
と
言
っ
て
諜
備
軍
と
か
後
方
に
ま
わ
し
て
く
れ
は
し
な
い
。
弱
け
れ
ば
全
滅
す
る
。
逆
に
全
力
を
だ
し
て
敵
に
勝
ち
、
降
服
者
を

得
れ
ば
、
そ
の
降
服
者
が
次
の
機
舎
に
先
鋒
軍
と
な
る
。
前
の
先
鋒
軍
は
一
段
格
が
上
っ
て
第
二
陣
に
ま
わ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

戦
争
を

繰
り
返
し
、
勝
利
を
牧
め
れ
ば
、
次
々
に
社
合
同
的
階
層
も
一
段
、つ
つ
高
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
先
鋒
軍
は
全
力
を
翠
げ
て
戦
う
の
で

モ
ン
ゴ
ル
軍
は
盆
々
強
力
に
な
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
祉
舎
は
階
層
分
化
で
な
く
階
層
累
加
に
よ
っ
て

E
大
に
な
っ
て
い
っ

た
。
相
射
的
に
早
く
チ

ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
政
権
に
参
加
し
た
部
族
程
、
社
合
目
的
地
位
は
向
上
し
た
。
そ
の
頂
黙
に
立
つ
チ
ン
ギ

ス
・
カ
l
ン
お
よ
び
そ
の

一
家
の
、
権

威
も
そ
れ
に
麿
じ
て
次
第
に
高
ま
っ
た
と
き
?
え
よ
う
。
従
っ
て
探
馬
赤
軍
が
先
鋒
を
し
て
い
た
聞
は
、
首
時
の
チ
ン
ギ
ス

・
カ
I
ン
お
よ
び
そ

の
後
継
者
の
政
権
の
最
下
層
に
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

一十
一次
に
探
馬
赤
軍
が
鎮
守
の
職
務
を
負
わ
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
元
来
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
騎
馬
軍
国
で
、
鎖
守
す
る
こ
と
は
な
か
っ
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た
。
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l

ン
は
金
園
遠
征
に
あ
た
っ
て
も
、
初
年
度
の
小
規
模
遠
征
で
は
速
不
台
の
力
で
居
庸
闘
を
抜
い
た
。

格
的
な
遠
征
の
時
に
は
、
居
庸
闘
は
金
軍
の
堅
い
防
衛
に
あ
っ
て
、

し
か
し
翌
年
の
本

チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
本
軍
は
居
庸
闘
を
さ
け
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
居
庸
開
附
近
は
、
雨
側
を
そ
そ
り
た
つ
山
に
は
ば
ま
れ
、
渓
谷
を
な
し
、
人
馬
の
往
来
は
、

川
の
岸
の
僅
か
な
地
を
利
用
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
こ
の
地
を
見
れ
ば
、
一
見
し
て
所
謂
天
険
の
地
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
従
っ
て、

再
度
の
金
闘
遠
征
を
は
か

っ
て
い

た
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
は
普
通
な
ら
ば
、
戦
略
的
に
見
て
、
必
ず
居
庸
闘
を
確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
守
備
の
た

め
の
駐
屯
軍
を
置
い
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し、

モ
ン
ゴ
ル
騎
馬
軍
圏
に
は
駐
屯
軍
を
置
く
こ
と
は
嘗
時
と
し
て
は
、

考
え
及
ば
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
軍
の
防
衛
強
化
策
に
あ
っ
て
、
苦
心
さ
せ
ら
れ
た
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
の
金
園
大
遠
征
後
に
も
言
え
る
の
で
、

一
一
二
七
年
木
華
繋
が
園
王
に
任
ぜ
ら
れ
、
中
原
の
樫

替
を
委
ね
ら
れ
た
後
の
木
華
繋
の
行
動
は
、
探
馬
赤
軍
を
先
鋒
と
し
て
、
殆
ん
ど
が
、

チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
金
園
遠
征
時
の
遠
征
区
域
の
再
確
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保
に
費
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
I
ン
の
金
園
遠
征
が
嵐
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ

た
後
に
彼
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
駐
屯
軍
を
置
か
な
か
っ

た
震
に
、
木
華
繋
が
再
遠
征
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
知
っ
て
で
あ
ろ
う
、
木
華
繋
は
在
世
中
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
按
札
見
を
臨
時
的
に
も
せ
よ
、
既
に
卒
陽
に
駐
屯
さ
せ

た
。
按
札
児
の
駐
屯
は
、
木
華
駒
常
木
軍
の
勢
力
削
減
に
結
び
つ
く
が
、
そ
の
犠
牲
を
梯
っ
て
も
、
駐
屯
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

金
が
滅
亡
し
、
丙
申
年
に
モ
ン
ゴ
ル
王
侯
功
臣
に
七
十
数
寓
戸
の
分
躍
が
行
な
わ
れ
モ
ン
ゴ
ル
の
河
北
支
配
が
強
固
に
な
る
と
共
に
、
政

治
的
軍
事
的
経
済
的
な
重
要
地
の
卒
陽

・
太
原

・
員
定

・
盆
都

・
東
卒
に
固
定
的
永
績
的
な
鎮
守
軍
の
配
置
の
必
要
に
庭
じ
て
、
探
馬
赤
軍
に

鎮
守
箪
と
し
て
の
役
が
割
り
嘗
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

遊
牧
騎
馬
軍
は
活
溌
な
移
動
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
し
、
定
着
を
蔑
親
し
、
拒
絶
し
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、

『
元
朝
秘
史
』
で
最

後
の
太
宗
の
四
大
功
績
の

一
つ
に
、
こ
の
困
難
な
事
態
を
克
服
し
て
、
探
馬
赤
軍
を
鎮
守
さ
せ
た
こ
と
に
、

意
義
を
誇
示
し
た
の
で
あ
る
。
逆

に
言
え
ば
、
こ
の
遊
牧
騎
馬
軍
の
拒
絶
反
躍
の
封
象
で
あ
る
銭
守
の
役
割
を
据
わ
さ
れ
た
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
祉
曾
内
で
の
最
下
層
に
あ
る
探
馬



赤
軍
に
、
割
り
嘗
て
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

探
馬
赤
軍
の
祉
禽
的
身
分
の
低
さ
、

悪
さ
を
示
す
と
思
わ
れ
る
資
料
は
外
に
も
あ
る
。

「
兵
志
」
一
の
兵
制
に
、

中
統
三
年
三
月
、
詔
員
定
・
彰
徳
・
邪
州
・
洛
磁
・
東
卒
・
大
名
・
卒
陽
・
太
原
・
衛
輝
・
懐
孟
等
路
各
慮
、
有
奮
属
按
札
見
・

字
羅

・
笑

乃
縛

・
閥
閥
不
花
・
不
里
合
抜
都
児
等
官
所
管
探
馬
赤
軍
人
、

乙
卯
歳
籍
魚
民
戸
、
亦
有
愈
充
軍
者
、
若
壬
寅

・
甲
寅
両
次
余
定
軍
己
入
籍

朋
者
、
令
随
各
高
戸
依
奮
出
征
。
其
或
未
嘗
負
軍
、
及
蒙
古
漢
人
民
戸
内
作
数
者
、
悉
余
震
軍
。

と
あ
る
。
同
じ
こ
と
を
述
べ
た
資
料
の
石
高
山
俸
に
は

高
山
奏
日
、
在
背
太
組
皇
帝
所
集
按
察
見

・
字
羅
・

窟
里
台
・

李
羅
海
抜
都
・

閥
閥
不
花
五
部
探
馬
赤
軍
、
金
亡
之
後
、
散
居
牧
地
、
多
有

入
民
籍
者
。一

般
的
に
言
え
ば
、
中
圏
に
侵
入
し
、
既
に
金
朝
を
滅
亡
さ
せ
た
蒙
古
軍
な
ら
ば
、
指
揮
官
階
級
は
も
と
よ
り
、

最
下
級
の
軍
土
で

も
、
彼
ら
は
特
権
階
級
、
支
配
階
級
の
底
迭
を
形
成
し
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
探
馬
赤
軍
は
た
と
え
最
下
層
階
級
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
先
に
述
べ
た
様
に
大
活
躍
を
し
、
大
い
に

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
の
た
め
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る。

そ
れ
が
、
金
滅
亡
後
、
一
部

は
鎮
守
軍
と
し
て
止
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
牧
地
に
散
居
し
、
民
籍
に
編
入
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
と
言
う
。
功
績
に
劃
す
る
恩
賞
が
民
籍

編
入
と
す
れ
ば
、
功
績
前
す
な
わ
ち
探
馬
赤
軍
成
立
時
は
、
社
命
日的
に
み
て
、
民
籍
に
も
入
ら
な
い
階
級
、
例
え
ば
、
隷
属
民
階
級
に
属
し
て

い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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と
あ
る
。

の
ち
の
こ
と
で
、
至
元
九
年
七
月
の
二
つ
の
資
料
は
、
そ
れ
を
暗
示
す
る
。

、。
、

至
元
九
年
七
月
乙
酉
、
詔
分
関
大
都
京
兆
等
庭
探
馬
赤
奴
戸
名
籍
。

至
元
九
年
七
月
、
聞
大
都
京
兆
等
慮
探
馬
赤
戸
名
籍
。

(
世
組
本
紀
〉

(
丘
(
士
山
三

)
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。

こ
の
雨
記
事
は
、
全
く
同
じ
こ
と
を
記
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
前
者
は
探
馬
赤
奴
戸
と
あ
り
、
後
者
は
皐
に
探
馬
赤
戸
で
あ
る
。
何
れ
か
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が
誤
り
と
言
う
解
樺
も
成
立
し
よ
う
が
、
私
は
南
方
と
も
正
し
い
、

た
だ
前
者
は
詳
し
く
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
探
馬

。

赤
は
本
来
奴
戸
で
あ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
枇
舎
に
精
通
し
た
人
な
ら
ば
探
馬
赤
戸
だ
け
で
、

殊
更
奴
を
つ
け
加
え
る
必
要
は

な
い
。
し
か
し
、
事
情
を
知
ら
な
い
か
、
漠
然
と
知
っ
て
い
る
漢
人
に
は
、
探
馬
赤
戸
だ
け
で
は
何
を
意
味
す
る
か
剣
明
し
な
い
の
で
、
探
馬

赤
と
言
わ
れ
る
奴
戸
と
説
明
的
に
詳
し
く
述
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
た
か
も
、
先
に
述
べ

た
探
馬
赤
軍
と
探
馬
赤
蒙
古
軍
と
の
場
合
と
同
じ

で
あ
る
。
な
お
、『
元
典
章
』
に
も
、
し
ば
し
ば
探
馬
赤
軍
掘
と
か
探
馬
赤
堀
口
な
ど
と
あ
り
、
探
馬
赤
は
本
来
、
奴
と
か
騒
に
属
し
て
い
た
。

そ
の

一
部
が
、
こ
の
時
代
ま
で
残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

探
馬
赤
軍
の
編
成
と
「
諸
部
族
」
の
解
樟

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
探
馬
赤
軍
は
、
果
し
て
き
た
役
割
、
そ
の
後
の
待
遇
、

ま
た
断
片
的
な
身
分
を
示
す
表
現
で
、
元
来
は
隷
属
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的
身
分
の
階
級
に
属
す
る
と
言
う
解
樟
が
成
り
立
ち
う
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
他
の
面
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
探
馬
赤

軍
の
出
自
に
関
し
て
で
あ
る
。

一
の
総
説
の
所
で
、
探
馬
赤
軍
は
諸
部
族
な
り
、
と
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
部
族
と
す
る
と
、
探
馬
赤
部
勝
、
す
な
わ
ち
そ
の

指
揮
官
は
そ
の
部
族
内
で
は
族
長
な
い
し
族
長
に
準
ず
る
人
物
と
み
な
さ
れ
る
。
探
馬
赤
軍
部
賂
は
最
少
五
人
、

累
計
す
れ
ば
十
数
人
を
数
え

る
が
、
そ
の
出
自
の
明
確
な
の
は
、
先
に
述
べ
た
俸
の
あ
る
三
人
で
あ
る
。
笑
乃
鰐
は
禿
伯
怯
烈
氏
、
閥
閥
不
花
は
按
擬
院
院
里
氏
、
按
札
見

「丘ハ士心
」

は
拓
政
氏
で
あ
る
。

閥
閥
不
花
の
出
身
で
あ
る
按
搬
脱
脱
里
氏
と
は
、

モ
ン
ゴ
ル
一語
で
記
せ
ば
、

〉
-
Sロ
叶
三
回
同
氏
、
す
な
わ
ち
黄
金
の
タ
タ
ー
ル
氏
、

タ
タ
l

ル
族
の
う
ち
最
も
重
要
な
正
統
波
に
属
す
る
氏
族
で
あ
る
。
こ
の
タ
タ
ー
ル
は
大
部
族
で
あ
る
と
と
も
に
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
に
と
っ
て
は
父

祖
以
来
の
仇
敵
で
あ
っ
た
。
古
く
は
、
ア
ン
パ
ガ
イ
が
謀
略
に
あ
っ
て
殺
さ
れ
る
時
、

五
つ
の
指
の
爪
を
は
が
す
ま
で、

十
の
指
先
を
す
り
へ
ら
す
ま
で
、

⑤
 

わ
が
餓
を
ば
果
た
し
お
お
せ
よ
。



エ
ス
ゲ
イ
・
パ

l
ト
ル
が
タ
タ
ー
ル
部
の
一
部
の
テ
ム
ジ
ソ
を
捕
え
、
お
び
た
だ
し
い
獲
物
を
え
て
鯨
っ
た
時
に
生
れ

た
の
が
テ
ム
ジ
ン
、
後
の
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
、
テ
ム
ジ
ン
九
才
の
と
き
、
父
エ
ス
ゲ
イ
は
わ
が
子
の
嫁
を
さ
が
し
に
で

か
け
、
時
途
タ
タ
ー
ル
部
民
に
毒
殺
さ
れ
、
こ
の
た
め
に
テ
ム
ジ
ン
一
家
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
、
な
ど
の
こ
と
は
、

と
遺
言
し
た
こ
と
や
、

『
元
朝
秘
史
』
の
詳
し

く
俸
え
る
と
こ
ろ
で
、

よ
く
知
ら
れ
た
事
責
で
あ
る
。

チ
ン
ギ
ス

・
カ
1
ン
家
に
と
っ
て
、
こ
の
古
く
且
怨
み
の
深
い
タ
タ
l
ル
に
射
し
、

成

長
し
た
チ
ソ
ギ
ス
・
ヵ
l
ン
は
、

一
度
は
ケ
レ
イ
ト
部
の
王
軍
と
協
力
し
て
、
攻
墜
し
、
そ
の

一
部
を
撃
破
し
た
が
、
結
局
一

二
O
二
年
に
な

っ
て
、

は
じ
め
て
こ
の
強
敵
を
完
全
に
破
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
様
子
は
、

『
元
朝
秘
史
』
で
は、

タ
タ
1
ル
族
を
か
よ
う
に
根
絶
や
し
に
虜
に
し
て
し
ま
っ
た
の
ち
、
そ
の
園
民
を
ど
う
虚
置
し
た
も
の
か
と
、

チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
は
大
評

定
を
親
族
の
も
の
で
、

ひ
と
つ
小
舎
に
入
っ
て
評
定
し
合
っ
た
。
評
定
し
た
結
果
い
い
合
わ
す
よ
う
、

「
む
か
し
か
ら
タ
タ
I
ル
族
は
、
わ
が
父
租
た
ち
を
ば
い
く
た
び
と
な
く
殺
め
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
ぞ
。
こ
の
父
租
た
ち
の
仇
う
ち
、
返

・
2-・しVお富町

し
、
怨
晴
ら
し
て
、
車
輔
の
殺
に
比
べ
て
、
そ
の
高
さ
ま
で
生
い
伸
び
た
る
男
の
子
ら
は
み
な
殺
し
に
殺
し
て
く
れ
ん
ぞ
。

一
人
残
ら
ぬ
ま

@
 

わ
れ
ら
が
と
も
ど
も
奴
牌
に
し
よ
う
ぞ
。
」

で
に
み
な
殺
し
し
よ
う
ぞ
。

あ
ま
れ
る
も
の
は
、
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と
記
し
て
い
る
。
ま
た
ド
I
ソ
ン
の

『蒙
古
史
』
で
は
、

テ
ム
ジ
ン
は
一
人
た
り
と
も
助
命
し
て
は
な
ら
ぬ
と
巌
命
し
た
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

テ
ム
ジ
ン
の

妻
妾
で
タ
タ
l
ル
出
身
で
あ
っ
た

功
し
た
。

人
、
さ
ら
に
テ
ム
ジ
ン
の
絡
土
の
妻
と
な
っ
て
い
た
多
く
の
タ
タ
l
ル
婦
女
は
い
ず
れ
も
タ
タ

I
ル
の
幼
児
を
ひ
そ
か
に
助
け
る
こ
と
に
成

ま
た
テ
ム
ジ
ン
の
弟
の
ジ
ュ
ウ
チ
カ
サ
ル
は
捕
虜
の
分
配
に
際
し
て
、
千
人
を
受
け
と
っ
て
、
そ
れ
を
虐
殺
す
る
こ
と
に
な
っ
て

タ
タ
l
ル
の
生
れ
で
あ
る
そ
の
妻
の
哀
願
に
動
か
さ
れ
て
、
そ
の
半
数
の
み
を
虐
殺
し
て
、
ほ
か
の
五
百
人
を
隠
匿
し
た
。
後
に

、
，
-
号、

、

'
LV

ゆ
れ
ふ

μ

テ
ム
ジ
ン
は
、
こ
の
不
服
従
の
行
篤
を
知
っ

て
激
怒
の
極
に
達
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
逃
走
し
て
、

殺
裁
を
菟
れ
た
タ
タ
1
ル
族
も
い
く
ら
か

い
た
。
そ
れ
故
こ
の
部
族
は
全
滅
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
タ
タ
l
ル
族
で
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
の
子
孫
に
仕
え
た
者
に
は
賂
校
も
部
隊
も

⑪
 

あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

275 



276 

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
タ
タ
l
ル
族
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
1
ン
軍
に
撤
滅
的
打
撃
を
受
け
た
が
、
そ
れ
で
も
幼
児
や
婦
女
は

「
奴
稗
」
と
し
て
諸
王
や
戦
争
に
参
加
し
て
功
績
を
あ
げ
た
ジ
ヤ
ラ
イ
ル
・
モ
ン
グ
l
ト
・
ウ
ル
l
ト
な
ど
の
諸
功
臣
に
賜
興
さ
れ
た
こ
と
を

知
る
。次

に
、
笑
乃
台
は
禿
伯
怯
烈
氏
出
身
で
あ
る
。
怯
烈
は
穴
叩
B
X
す
な
わ
ち
ケ
レ
イ
ト
。
禿
伯
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の

吋
与

す
な
わ
ち
中
央
と

か
中
心
、
正
統
と
か
嫡
流
な
ど
の
意
味
で
、
こ
れ
ま
た
ケ
レ
イ
ト
嫡
流
振
出
身
で
あ
る
。
こ
の
ケ
レ
イ
ト
族
は
、

嘗
時
最
強
を
誇
り、

一
時
は

そ
の
族
長
の
ワ
ン
カ
ン
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
と
盟
約
を
結
ん
で
い
た
が
、

ジ
ャ
ム
カ
の
陰
謀
に
迷
わ
さ
れ
て
、
終
に
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
と

鞍
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
戦
闘
は
激
烈
を
き
わ
め
た
が
、
終
に
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
の
勝
利
に
鯖
し
、
彼
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
統
一
し
て
一
二

O
六
年
大
ク
リ
ル
タ
イ
を
聞
き
カ
l
ン
に
推
戴
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も

『
元
朝
秘
史
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
戦

争
終
結
期
の
様
子
を
同
書
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
と
、

か
よ
う
に
ケ
レ
イ
ト
部
族
を
降
服
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
み
ん
な
で
そ
の
妻
子
家
財
部
民
ら
を
分
け
合
っ
て
己
が
も
の
と
さ
せ
た
。

(
中
略
)

ケ
レ
イ
ト
部
族
を
悉
く
虜
え
て
、
誰
に
も
不
足
な
き
ま
で
、
た
っ
ぷ
り
分
ち
興
え
た
。
寓
の
ト
ベ
ゲ
ン
族
を
散
ら
し
合
っ
て
、
そ
の
数
の
壷
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き
果
て
る
ま
で
み
ん
な
取
り
合
っ
た
し
、
多
く
の
ド
ン
ガ
イ
ド
族
も
丸
一
日
も
か
か
ら
ず
取
り
牧
め
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ぞ
。
血
ま
み
れ
の
武

具
を
奪
い
取
る
と
い
う
な
る
、

か
の
ジ
ル
ギ
ン
族
の
勇
士
ど
も
も
、
細
か
く
引
き
裂
き
分
け
て
、
ふ
た
た
び
彼
ら
が
集
い
合
う
こ
と
の
で
き

ぬ
ま
で
に
し
た
ぞ
。
か
よ
う
に
、
か
つ
て
の
偉
大
な
る
ケ
レ
イ
ト
部
族
を
ば
、
か
く
亡
ぼ
し
量
く
し
て
、
そ
の
多
、
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
は

@
 

ア
ブ
ジ
ア
・
コ
デ
ゲ
リ
の
地
に
多
龍
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
あ
っ
て
、

ケ
レ
イ
ト
族
も
潰
滅
し
た
。

た
だ
、
こ
こ
で
も
、

一
部
の
幼
児
や
婦
女
は
隷
民
と
し
て
功
臣
ら
に
分
か
ち
輿
え
ら
れ
た
。

な
お
、

タ
タ
ー
ル
と
い
い
ケ
レ
イ
ト
と
い
っ
て
も
、
こ
の
頃
の
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
が
す
で
に
モ
ン
ゴ
ル
主
流
の
ボ
ル
ジ
ギ
ン
氏
族
を
中
心

に
、
傍
系
の
ウ
ル
l
ト
・
モ
ン
グ
l
ト
や
ジ
ヤ
ラ
イ
ル
な
ど
の
氏
族
集
圏
を
含
む
政
治
集
闘
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ケ
レ
イ
ト
集
圏
の
中
に
は
、

前
記
引
用
文
中
に
も
一
部
を
示
し
た
よ
う
に
、

ト
ベ
ゲ
ン
族
や
ド
ン
ガ
イ
ド
族

・
ジ
ル
ギ
ン
族
な
ど
を
含
む
政
治
集
圏
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、



タ
タ
I
ル
や
ケ
レ
イ
ト
の
潰
滅
は
同
時
に
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
ト
ベ

ゲ
ン
族
の
よ
う
な
小
集
囲
も
解
堕
さ
れ
た
。
次
に
、
按
札
見
は
拓
政
民

@
 

出
身
と
あ
る
。
拓
政
氏
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
た
だ
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
禿
別
延

・
禿
別
干
と
記
さ
れ
、
前
記
の
ト
ベ

ゲ
γ
族
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う。

何
れ
に
し
て
も
ケ
レ
イ
ト
集
圏
内
の
小
部
族
の
如
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

探
馬
赤
と
は
、

本
来
チ

ン
ギ
ス
・

カ
l
ン
軍
に

潰
滅
さ
せ
ら
れ
た
タ
タ
ー
ル
や
ケ

レ
イ
ト
な
ど
の
部
族
の
う

ち
、
残
存
し
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
の
諸
王
家
や
諸
功
臣
た
ち
に
分
配
隷
属
さ
せ
ら
れ
た
人
々
に
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
再
び
石
高
山

俸
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

在
昔
太
租
皇
帝
所
集
按
察
見
・

字
羅

・
窟
里
台
・

字
羅
海
抜
都

・
閥
閥
不
花
五
部
探
馬
赤
軍
。

と
あ
り
、
探
馬
赤
軍
は
箪
の
編
成
に
あ
た

っ
て、

各
蕗
に
散
在
し
て
い
た
人
々
を

「集
め
」
て
成
立
し
た
軍
で
あ
っ

て、

本
来
か
ら
氏
族
を

中
心
と
し
て
血
縁
関
係
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た
部
族
の
よ
う
に
圏
結
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
更
に
具
盤
的
に
述
べ

た
の
が
「
兵

士
ル
」
二
の
資
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
再
び
記
せ
ば、

園
初
木
華
繋
奉
太
組
命
、
牧
札
刺
見
・

冗
魯

・
忙
冗
・
納
海
四
投
下
、
以
按
察
見

・
字
羅

・
笑
乃
鰐
・
不
里
海
抜
都
見

・
閥
閤
不
花
五
人
、

領
探
馬
赤
軍
。
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と
あ
る
。
石
高
山
俸
の
紋
述
と
同
じ
よ
う
に
、
太
組
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
の
命
令
で
探
馬
赤
軍
の
編
成
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
木
筆
繋
園
王
に

も
そ
の
権
限
は
な
か

っ
た
重
要
な
行
事
で
あ
っ

た
。
そ
の
集
め
方
は
、
札
刺
見
以
下
の
四
投
下
に
限
定
し
て
「
集
め
」
「
牧
め
」
る
方
法
が
取

@
 

ら
れ
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は

「
四
投
下」

の
投
下
の
意
味
で
あ
る
。
投
下
に
閲
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
種
々
な
設
が
あ
っ
て
、
モ
ン

ゴ
ル
遊
牧
領
主
或
は
領
主
の
采
邑
、
時
に
は
采
邑
を
構
成
す
る
領
民
を
さ
す
言
葉
な
ど
で
、

定
設
は
な
い
と
言
う
よ
り
は
、

投
下
も
探
馬
赤
軍

と
同
じ
よ
う
に
、
時
代
に
よ
り
記
録
し
た
人
に
よ

っ
て
意
味
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
領
民
が
最
も
遁
嘗
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
札
刺
見
と
い
え
ば
、

そ
の
基
幹
構
成
員
は
、
木
筆
家
を
主
長
と
す
る
ジ
ヤ
ラ
イ
ル
氏
族
集
圏
で
あ
る
。
彼
ら
は
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
の

モ

ン
ゴ
リ
ア
統
一
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
木
華
裂
が
園
王
に
任
ぜ
ら
れ
中
原
経
営
を
委
任
さ
れ
た
段
階
で
は
、
そ
の
中
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心
的
な
存
在
で
あ
り
、
最
下
層
の

一
軍
士
と
い
え
ど
も
最
も
誇
り
高
い
地
位
を
し
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
木
華
察
は
園

主
で
あ
り
、

最
高
責
任
者
で
、
輩
下
の
全
部
隊
の
総
指
揮
官
で
あ
っ

て
、
ジ
ヤ
ラ
イ
ル
軍
集
圏
は
木
筆
家
の
弟
の
帯
孫
の
指
揮
下
と
し
て
、

木

肇
繋
王
園
箪
の
重
要
な

一
翼
を
措
っ
て
活
躍
し
た
。
木
華
禦
は
丙
申
年
分
援
の
折
、

三
高
九
千
一
十
九
戸
の
分
援
を
受
け
た
功
臣
で
、
臣
下
と

し
て
超
高
級
に
属
し、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
諸
子
の
四
蔦
戸
以
上
に
次
い
で
高
か
っ
た
。
帯
孫
は

一
寓
戸
、

冗
魯

・
忙
冗
も
、
こ
の
帯
孫
級
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
氏
族
集
園
の
領
民
が
、

戦
功
に
劃
す
る
恩
賞
と
し
て
卒
均
僅
か
五
百
戸
の
分
擾
し
か
興
え
ら
れ
な
か

っ
た
探
馬
赤
軍
武
将
、

下
に
分
属
さ
れ
、
先
鋒
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

し
か
も
そ
の
出
自
が
タ
タ
ー
ル
・

ケ
レ
イ
ト
な
ど
チ

ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
園
家
で
は
正
式
に
は
存
在
を
否
定
さ
れ
て
い
た
氏
族
出
身
の
武
将
の
輩

ウ
ル
l
ト
箪
圏、

ジ
ヤ
ラ
イ
ル
軍
圏
、

モ
ン
グ
I
ト
寧

圏
な
ど
に
直
属
し
て
い
た
。

従
っ
て
、
こ
の
四
投
下
と
は
、

ジ
ヤ
ラ
イ
ル
部
族
集
圏
と
か
ウ
ル
l
ト
部
族
集
固
で
は
、
政
治
的
祉
曾
的
に
存
在
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
隷
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属
民
、
そ
れ
も
蓄
の
タ
タ
1
ル
・
ケ
レ
イ
ト
な
ど
の
出
身
の
人
々
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
 

「牧
め
」
て
、
こ
れ
を
蓄
部
族
ご
と
に
五
部
に

「分
け
て
」
探
馬
赤
軍
を
編
成
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
四
投
下
所
属
の
隷
属
民
を

「集
め
」

〔太
組
命
太
師
木
肇
数
伐
金
。
分
探
馬
赤
岳
地
五
部
(
閥
閥
不
花
停
)
〕
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
こ
の
時
が
初
め
で
は
な
い
。
チ
ン
ギ
ス

・
カ
1
ン
が

一
二

O
六
年
即
位
し
た
時
、
あ
る
い
は
そ
の
以
前
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
た
。
例
え
ば
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
は
一

二
O
六
年
即
位
時
に
恩
賞
を
行
な

っ
た
が
、
そ
の
時
、
パ
ヤ
ウ
ト
出
身
の
オ
ン
グ
ル
は
、

「恩
賞
を
撰
ば
せ
給
う
と
あ
ら
ば
、
パ
ヤ
ウ
ト
の
氏
人
は
異
園
〈
部
落
)
異
圏
(
部
落
)
ご
と
に
分
か
れ
、
散
じ
て
お
り
ま
す
る
。
恩
賞
を
賜

わ
る
と
あ
ら
ば
、
ま
ず
バ
ヤ
ウ
ト
の
氏
人
を
わ
れ
に
纏
め
さ
せ
給
え
」

と
申
し
上
げ
る
と、

「
よ
ろ
し
い
。
し
か
ら
ば
、

バ
ヤ
ウ
ト
の
氏
人
を
集
め
纏
め
て
、
卿
み
ず
か
ら
統
め
よ
、
そ
の
千
戸
を」

@
 

と
御
沙
汰
が
あ
っ
た
。



ま
た
、

ト
オ
リ
ル
の
場
合
も
、

ト
オ
リ
ル
の
申
し
上
ぐ
る
よ
う
、

「
恩
賞
さ
れ
給
う
と
あ
ら
ば
、

わ
が
ネ
グ
ス
の
氏
人
は
部
落
部
落
ご
と
に
わ
か
れ
、
散
じ
て
お
り
ま
す
る
。

恩
賞
を
給
う
と
あ
ら
ば
、

ま
ず

ネ
グ
ス
の
氏
人
を
わ
れ
に
集
め
さ
せ
給
え
」

と
い
う
た
と
こ
ろ
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
は
聖
旨
を
下
さ
れ
て
、

ネ
グ
ス
の
氏
人
を
纏
め
て
、
卿
の
子
子
孫
孫
に
い
た
る
ま
で
統
べ
て
お
る
ベ
し
」

@
 

と
の
御
誌
が
あ
っ
た
。

「
し
か
ら
ば
、

こ
れ
ら
の
例
で
み
る
よ
う
に
、
氏
族
が
解
龍
分
割
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
奮
構
成
員
は
、

誰
れ
も
が
再
構
成
を
最
も
強
く
蛍
一
本
、
時
に
そ
れ
が
許

さ
れ
て
、
賓
現
し
た
。
こ
の
再
構
成
は
、
氏
族
の
圏
結
を
強
固
に
し
、
大
き
な
力
を
護
揮
す
る
。
彼
ら
が
先
鋒
に
あ
て
ら
れ
る
と
強
力
な
軍
隊

に
な
っ
た
。

- 97-

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
部
族
編
成
に
は
、
短
所
あ
る
い
は
危
険
も
あ
っ
た
。
タ
タ
l
ル
や
ケ
レ
イ
ト
族
は
か
つ
て
潰
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。

編

成
嘗
時
は
潰
滅
時
か
ら
約
二
十
年
を
経
過
し
、
首
時
殺
さ
れ
る
こ
と
を
菟
れ
た
幼
児
も
成
人
し
た
が
、
彼
ら
が
奮
部
族
単
位
に

集
め
ら
れ
れ

ば
、
諸
国
部
族
意
識
を
復
活
し
、
ひ
と
た
び
誤
れ
ば
、
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
恐
れ
は
大
い
に
あ
り
う
る
。
従
っ
て
、
簡
単
に
再
編
成
を
認
め
る
こ

と
は
危
険
で
あ
る
。
木
華
察
と
五
部
勝
の
信
頼
関
係
、
更
に
五
部
将
の
部
下
と
し
て
集
め
ら
れ
る
探
馬
赤
軍
の
軍
土
と
も
、
強
い
信
頼
関
係
が

な
け
れ
ば
、
容
易
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
木
肇
察
は
、
探
馬
赤
軍
の
編
成
の
規
模
と
か
構
成
員
の
一
員
ま
で
慎
重
に
検

討
を
加
え
た
う
え
で
、
チ
ン
ギ
ス

・
カ
1
ン
の
許
可
を
え
て
、
最
終
的
に
は
チ

ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
の
命
令
と
い
う
形
で
探
馬
赤
軍
の
編
成
が
行

な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

探
馬
赤
軍
の
五
部
絡
は
、

タ
タ
l
ル
や
ケ
レ
イ
ト
な
ど
の
出
身
で
あ
る
が
、

何
か
の
理
由
で
、

早
く
チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
の
も
と
に
従
属
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L
、
す
で
に
個
人
的
に
戦
功
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
笑
乃
鱒
に
い
た

っ
て
特
に
木
肇
繋
輩
下
で
活
躍
し
た
い
こ
と
を
積
極
的
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に
チ
ン
ギ
ス
・
カ
1
ン
に
申
し
で
て
許
さ
れ
た
よ
う
に
、
木
華
察
と
五
部
賂
と
は
強
い
信
頼
関
係
に
結
ば
れ、

木
華
裂
も
ま
た
、
彼
ら
に
よ
り

功
績
の
あ
が
る
機
舎
を
輿
え
る
と
と
も
に
、
先
鋒
と
し
て
、

活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
後
の
モ
ン
ゴ
ル
帝

閣
の
設
展
と
と
も
に
探
馬
赤
軍
も
期
待
遇
り
、
活
躍
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
先
に
述
べ

た
ジ
ヤ
ラ
イ
ル
な
ど
の
部
族
軍
と
探
馬
赤
軍
と
の
異
な
る
貼
は
、

一二

O
六
年
あ
た
り
を

境
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ

る

一
二

O
六
年
に
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
は
モ

ン
ゴ
リ
ア
を
名
賀
共
に
統

一し、

自
ら
は
カ
l
ン
位
に
即
き
、
政
治
・
軍
事
睦
制
と
し
て
、

八
十
八
功
臣
を
九
十
五
の
千
戸
の
千
戸
長
に
任
命
す
る
な
ど
、

モ
ン
ゴ
ル
園
家
践
制
を
完
成
し
た
。

し
、
園
家
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
た
も
の
は
「
園
人
」
で
、
そ
の
中
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
ジ
ヤ
ラ
イ
ル

・
ウ
ル

l
ト
・
モ

ン
グ
l
ト
集
固

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
逆
に
、
贋
義
の
モ

ン
ゴ
ル
系
種
族
に
含
ま
れ
て
い
る
者
で
も
、

園
家
の
構
成
員
と
は
認
め
ら
れ
な
い
私
的
な
隷
属
民
は
園

こ
の
時
貼
で
、

既
に
園
家
創
立
に
貢
献

人
の
範
鴎
に
入
ら
な
い
。
こ
の
隷
属
民
を
集
め
て
奮
部
族
毎
に
編
成
し
て
で
き
た
探
馬
赤
軍
は
、
特
殊
部
族
軍
と
言
え
る。

最
初
に
か
か
げ
た

『
元
史
』
「
丘
(
士
ム
ゲ
」

若
夫
箪
士
、
則
初
有
蒙
古
軍

・
探
馬
赤
。
蒙
古
草
、
皆
園
人
。
探
馬
赤
軍
則
諸
部
族
也
。

一
の
蒙
古
軍

・
探
馬
赤
軍
の
定
義
的
絞
述
で
あ
る、
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は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
事
情
を
最
も
簡
潔
に
表
現
し
た
言
葉
で
あ
る
。
従
っ
て
、
探
馬
赤
と
は
、

モ
ン
ゴ
ル
内
部

に
お
け
る
、
政
治
的
軍
事
的
、
特
に
祉
曾
的
な
身
分
を
一示
す
特
殊
用
語
で
あ
っ

て
、
彼
ら
が
活
躍
し
た
中
原
の

一
般
漢
人
ら
に
と
っ
て
は
、

モ
ン
ゴ
ル
園
成
立
後
、

見
し
た
だ
け
で
は
、
人
種
的
に
も
社
禽
生
活
の
う
え
で
も
モ

ン
ゴ
ル
系
に
属
し
て
い
る
か
ら
蒙
古
軍
と
探
馬
赤
軍
と
は
区
別
す
る
基
準
が
剣
然

と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
た
め
に
、
断
片
的
資
料
に
見
る
よ
う
に
、
往
々
に
し
て
、

蒙
古
軍
と
探
馬
赤
軍
と
を
混
同
し
た
表
現
が
用
い
ら
れ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
責
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

四

世
租
治
下
の
探
馬
赤
軍
の
再
編
成

さ
て
、
探
馬
赤
軍
は
木
筆
勲
賞
、が
園
王
に
任
ぜ
ら
れ
中
原
を
経
営
す
る
に
あ
た

っ
て
、
編
成
さ
れ
、
園
王
軍
の
先
鋒
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
木



華
繋
が
死
に
第
二
代
の
李
魯
が
死
に
、
三
代
の
塔
思
の
時
、
太
宗
に
よ
っ
て
金
園
遠
征
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
王
園
の
存
在
債
値
は
否

定
さ
れ
、
中
原
鰹
替
は
モ
ン
ゴ
ル
中
央
が
掌
握
す
る
よ
う
に
な
り
、
金
滅
亡
後
は
、
耶
律
楚
材
の
建
議
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
丙
申
年
の
戸
口
の

分
援
な
ど
政
策
的
に
大
輯
換
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
探
馬
赤
軍
は
解
韓
さ
れ
、

に
定
着
し
た
が
、
一
部
は
、
牧
地
に
数
居
し
て
、
民
籍
に
入
る
も
の
も
多
か
っ
た
。

一
部
は
鎮
守
軍
と
し
て
、

河
北
の
重
要
地
貼

こ
の
事
情
が
改
め
ら
れ
、
再
び
探
馬
赤
軍
が
編
成
さ
れ
た
の
は
、
世
組
の
中
統
三
年
で
あ
っ
た
。
石
高
山
俸
に
よ
れ
ば
、

中
統
三
年
、

高
山
因
卒
章
塔
察
入
見
世
祖
奏
目
、
在
昔
太
租
皇
帝
所
集
按
察
見

・
字
羅

・
窟
里
台
・

字
羅
海
抜
都
・
閥
閥
不
花
五
部
探
馬
赤

軍
、
金
亡
之
後
、
散
居
牧
地
、
多
有
入
民
籍
。
園
家
土
字
未
一
、
宜
加
招
集
、
以
備
騒
策
。

帝
大
慌
日
、
聞
卿
此
言
、
猶
探
市
費
、
削
命
興
諸
路
同
招
集
之
。
既
籍
其
敷
、
の
命
高
山
、
保
銀
符
領
之
。

時
に
、

と
あ
る
。
中
統
三
年
と
い
え
ば
、
世
租
が
即
位
し
て
三
年
、
中
園
に
お
い
て
は
李
理
の
反
範
な
ど
が
あ
り
、
中
園
経
営
に
多
忙
を
極
め
る
と
同

モ
ン
ゴ
リ
ア
に
あ
っ
て
は
、
優
勢
で
は
あ
っ
た
が
、
ま
だ
阿
里
不
一
骨
と
劉
立
し
て
い
た
。
世
租
に
と

っ
て
は
最
も
多
難
な
時
代
で
あ
っ
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た
。
そ
の
要
求
に
慮
与
え
て
の
石
高
山
の
上
奏
に
、
世
組
も
大
い
に
悦
び
、
探
馬
赤
軍
の
再
編
を
は
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
石
高
山
は
忽
魯
虎
の

子
、
父
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
の
侍
街
箪
と
し
て
中
原
遠
征
に
功
績
の
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
で
、
後
に
徳
興
府
に
定
着
し
た
。
石
高
山
は
モ
ン

ゴ
ル
族
出
身
で
中
原
の
情
勢
に
明
る
い
所
か
ら
上
奏
し
、
探
馬
赤
軍
の
線
指
揮
官
に
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
時
集
ま

っ
た
探
馬
赤
軍
は
嘗
然
さ
き

の
解
陸
前
の
形
態
を
で
き
る
だ
け
踏
襲
し
た
。

例
え
ば
、
五
部
将
の
一
人
笑
乃
鰐
は
、
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
が
、
そ
の
子
の
冗
魯
台
は
、

中
統
三
年
、
従
石
高
山
奉
旨
、
拘
集
探
馬
赤
軍
、

授
本
軍
千
戸
。

@
 

と
あ
る
の
は
、
そ
の
良
い
例
で
あ
ろ
う
。
石
高
山
は
管
軍
穂
管
を
授
け
ら
れ
、
息
州
に
鎖
し
た
が
、
軍
令
巌
粛
で
、
「
寵
不
敢
窺
居
」
と
あ
る
。

「
百
官
志
」
五
に
よ
れ
ば
、

2~1 

中
統
三
年
、
以
世
租
五
投
下
探
馬
赤
、
立
総
管
府
、
秩
四
口
問
、
組
管

一員、
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と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
軍
に
線
管
府
と
あ
る
が

「
丘
(
士
一
ど
こ
で
は

ー
中
統
三
年
、
世
組
以
五
投
下
探
馬
赤
、
立
蒙
古
探
馬
赤
穂
管
府
。

と
あ
り

「丘
ハ
志
」
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。
な
お
「
兵
志
」
で
は
こ
れ
に
綴
い
て
、

至
元
十
六
年
、
罷
其
軍
、
各
於
本
投
下
麿
役
。

ま
た
探
馬
赤
軍、
が
解
鰻
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
石
高
山
博
に
よ
る
と
、
彼
は
伯
顔
に
従
っ

て
南
宋
遠
征
に
参
加
し
、
功
績
を
あ
げ
た
が
、
蹄
還
後
、
自
ら
北
征
し
、
至
元
十
六
年
に
和
林
に
成
し
た
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
、
中
園
経
営

に
つ
と
め
た
探
馬
赤
軍
と
別
れ
、
探
馬
赤
軍
の
存
在
理
由
も
な
く
な
っ
て
解
鎧
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
解
値
さ
れ
た
探
馬

赤
は
、
本
投
下
す
な
わ
ち
、
そ
の
も
と
所
属
し
て
い
た
札
刺
児

・
冗
魯
な
ど
四
投
下
に
再
び
蹄
属
し
て
腫
役
し
た
と
解
さ
れ
る
。
木
華
繋
が
四

投
下
か
ら
集
め
て
編
成
し
た
探
馬
赤
軍
が
約
六
十
年
後
、
再
び
も
と
の
投
下
に
蹄
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
あ
り
、

し
か
し
、
至
元
十
九
年
に
は
、

ま
た
、
編
成
さ
れ
、
二
十
一
年
に
は
、
橿
密
院
の
奏
に
よ
っ
て
、
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以
五
投
下
探
馬
赤
軍
、
腐
之
東
宮
、
復
置
官
属
如
奮
。

と
あ
り
、
東
宮
所
属
と
な
っ
た
が
、

二
十
一

年
に
は
、

改
蒙
古
街
侍
衛
親
軍
指
揮
使
司

と
な
り
、
功
績
に
よ
っ
て
職
務
は
盆
々
重
要
に
な
っ
て
い
っ
た
。

以
上
が
、
探
馬
赤
軍
の
成
立
か
ら
元
朝
初
期
に
至
る
ま
で
の
概
略
で
あ
る
が
、
次
に
、
探
馬
赤
の
語
源
に
つ
い
て
も
燭
れ
て
み
よ
う
。

五

探
馬
赤
の
語
義
・
語
源

探
馬
赤
の
語
源
は
探
馬
赤
軍
の
解
穫
が
種
々
に
わ
た
っ
て
い
た
と
同
様
に
、
ま
だ
定
説
は
な
い
。
例
え
ば
、

お
そ
ら
く
、
漢
語
の
探
馬
が
語
源
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル
人
に
博
え
ら
れ
、
「
:
:
:
す
る
人
」
を
意
味
す
る
接
尾
僻

α
が
附
さ
れ
、

... 



あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
で
使
わ
れ
、
た
だ
意
味
が
や
や
襲
化
し
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑮
 

と
い
う
読
は
、
本
末
を
轄
倒
し
た
読
で
論
外
と
し
て
、

一
般
に
モ
ン
ゴ
ル
語
の
、
円
陣
自
白
と
何
回
の
合
成
語
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。

台
は
人
を
さ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
叶
由自白

、
が
モ
ン
ゴ
ル
語
の
何
に
嘗
る
か
。
私
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、

叶白
H
H
H

同
は

「
集
め
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
探
馬
赤
軍
の
成
立
に
あ
た
っ
て

「
集
め
」

「
牧
め
」
る
こ
と
が
最
初
の
行
動
で
あ
っ
た
こ
と
を
先
に
述
べ
た
が
、

そ
れ

と
考
え
合
せ
る
と
、

「
集
め
ら
れ
た
人
」
と
解
し
て
も
誤
り
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
設
で
叶
曲
目
白
苫
(
印
)
+
台
設
が
あ
る
。
音
の
う
え
か
ら
言
え
ば
、
百
の
音
は
明
確
に
は
渡
音
さ
れ
な
か

っ
た
か
、

少
く
と
も
中
園
人
に
は
聞
き
と
り
が
容
易
で
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
回
目
凶

E
E
円
(
勇
者
又
は
人
名
)
は
抜
都
児
・

覇
都
魯
な
ど
に
漢
字
化
さ
れ
た
。

叶白円
E
E
2
も
探
馬
赤
と
漢
字
化
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
、
吋
白
B
白苫

(印
)
は
何
を
意
味
す
る
か
と
言
え

従
っ
て

ば
、
解
樟
は
必
し
も

一つ
で
は
な
い
。
文
書
に
印
を
記
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
掌
印
官
と
い
う
解
韓
も
あ
る
。
印
の
諸
説
の
な
か
で
、
私
が
最
も

探
馬
赤
と
は
、
語
源
的
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
印
を
意
味
す
る
吋
回
同
E
E
か
ら
由
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

-101-

有
力
と
考
え
る
の
は
岩
村
忍
氏
の
説
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

遊
牧
民
の
間
で
は
、
自
分
の
家
畜
を
他
か
ら
区
別
す
る
た
め
に
ウ
マ
に
熔
印
を
押
し
、

る
。
探
馬
赤
は
叶
曲
H
H
H

白
百
台
で
あ
る
こ
と
は
確
で
あ
る
。
た
だ
漢
字
の
字
面

と

し

て

、

た

ま

た

ま

嘗
時
精
鋭
な
先

⑮
 

鋒
、
偵
察
隊
な
ど
を
中
園
語
で
探
馬
(
水
務
停
〉
と
呼
ん
で
い
た
の
で
、
音
の
類
似
を
籍
り
て
探
馬
と
詳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ヒ
ツ
ジ
の
毛
の
一
部
を
顔
料
で
染
め
る
習
慣
が
あ

探
馬
を
嘗
て
た
の
は
、

音
需
に
多
少
意
詩
を
含
め
た
漢
字
化
と
言
へ
ょ
う
。
こ

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
科
皐
ア
カ
デ
ミ
ー
の
モ
ン
ゴ
ル
古
代
中
世
史
皐
者
ス
フ
・

メ
ー
ト
ル
氏

@
 

が
、
具
曲
目
的
に

0
0
ロ
ム
な
ど
百
二
十
五
種
の
例
を
あ
げ
、
使
用
器
具
の
固
ま
で
付
し
て
護
表
さ
れ
た
し
、
ま
た
一
九
七
六
年
九
月
に
ウ
ラ
ン

バ
I
ト
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
三
田
園
際
モ
ン
ゴ
ル
向
学
者
舎
議
で
は
、
同
ア
カ
デ
ミ
ー
の
考
古
歴
史
皐
者
の
ペ
ル
レ
l
氏
が
、
同
じ
よ
う
に
具
鰻

@
 

例
を
園
示
し
つ
つ
詳
し
レ
研
究
を
護
表
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
の
熔
印
は
、
家
畜
の
所
有
主
が
所
有
権
を
明
ら
か
に
し
、
他
の

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

叶白同
E
E
が

叶

gghw
(探
馬
)
に
詳
さ
れ
た
の
は
、

の
家
畜
に
押
す
叶
曲

H
E
E
に
つ
い
て
は
、

283 
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所
有
主
の
・
米
畜
と
の
混
乱
を
さ
け
、
盗
難
を
防
ぐ
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
、
遊
牧
祉
舎
で
は
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
習
慣
で
あ
る
。

こ
の
岩
村
氏
の
設
に
し
て
も
、
タ
ム
ガ
が
探
馬
赤
軍
は
諸
部
族
な
り
と
い
う

『
元
史
』

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
が
こ
れ
ま
で
論
誼
し
て
き
た
よ
う
に
、
探
馬
赤
軍
は
本
来
「
奴
」
の
よ
う
な
隷
属
民
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

家
畜
の
印

「
兵
士
心
」
の
説
と
関
聯
づ
け
て
研
究
さ
れ
た
こ
と
は

と
類
似
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
で
て
き
た
。

た
だ
印
と
言
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
印
か
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

た
と
え
全
く
同
一

と
し
て
も
、

い
く
つ
か
の
候
件
と
か
基
準
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
戦
争
に
よ
る
捕
虜
と
い
っ
て
も
、

チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン

の
戦
必
ず
は
、
詳
細
に
検
討
す
る
と
、

そ
の
目
的
と
か
方
法
に
よ
っ
て
、
性
絡
は
相
嘗
異
な
っ
て
い
た
。
彼
が
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
統
一
し
て
カ
l
ン

位
に
即
く
ま
で
の
戦
争
で
も
大
別
し
て
二
種
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
政
治
集
固
特
に
そ
の
指
導
者
の
皐
に
優
劣
を
争
う
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
種

の
戦
争
で
は
、
先
鋒
な
ど
一
部
で
は
烈
し
い
戦
闘
も
行
な
わ
れ
た
が
、
全
種
と
し
て
は
、
む
し
ろ
戦
闘
は
最
小
に
止
め
た
。
こ
の
間
に
、
戦
争

の
計
劃
や
準
備
、
指
俸
能
力
、
戦
後
の
戦
利
品
の
分
配
、
死
傷
者
に
劃
す
る
虚
置
な
ど
、
指
導
者
の
集
園
の
長
と
し
て
の
適
格
性
が
試
験
さ
れ

る
。
そ
の
結
果
如
何
で
は
、
敵
も
降

っ
て
、
積
極
的
な
協
力
者
に
な
り
、
第
三
者
の
立
場
に
あ
る
集
圏
も
、

そ
の
事
情
を
知
っ
て
協
力
者
に

チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
の
戦
争
を
見
る
と
、
殺
裁
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
自
軍
の
損
害
を
少
く
す
る
と
共
に
、
敵
を
も
協
力
者
に
す
る
全

ヮ“AU
 

な
る
。

人
的
魅
力
が
彼
に
は
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
集
闘
は
短
時
日
の
聞
に
急
激
に

E
大
集
固
に
な
り
え
た
。

し
か
し
、
例
外
も
あ
っ
た
。
タ
タ
l
ル
と
ケ
レ
イ
ト
集
囲
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

た
び
た
び
卑
劣
な
方
法
で
、

チ
ン
ギ
ス

・
カ
l
ン
を
歎
き
、

痛
烈
な
損
害
を
興
え
た
。
そ
れ
故
、
彼
が
雨
集
閣
と
最
後
の
戦
争
に
臨
む
と
き
に
は
、
も
は
や
単
に
優
劣
を
決
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か

が
根
絶
す
る
ま
で
徹
底
的
に
戦
っ
た
。
先
に
述
べ
た
『
元
朝
秘
史
』
な
ど
の
記
録
が
、

そ
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
捕

え
ら
れ
死
罪
を
兎
れ
て
生
存
を
認
め
ら
れ
た
者
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
奴
と
し
て
牛
馬
の
よ
う
に
領
主
た
ち
に
所
有
印
を
お
さ
れ
た
と
し
て
も

嘗
然
と
い
え
よ
う
。
探
馬
赤
軍
は
、
そ
れ
ら
の
印
の
お
さ
れ
て
い
る
探
馬
赤
か
ら
え
ら
び
集
め
ら
れ
軍
と
し
て
編
成
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。

他
方
、
探
馬
赤
を
狭
義
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
探
馬
赤
軍
は
あ
る
特
定
の
軍
事
行
動
の
た
め
に
、
隷
属
民
が
、
領
主
の
直
接
管
轄
か
ら

離
れ
て
、
編
成
さ
れ
る
の
で
、
目
的
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
軍
は
解
鎧
さ
れ
、
そ
の
構
成
員
は
再
び
、
嘗
領
主
に
蹄
属
す
る
。
そ
の
際
の
混



範
を
さ
け
る
た
め
、
ま
た
、
そ
の
聞
に
功
績
を
あ
げ
た
り
、
事
故
や
戦
傷
病
死
の
場
合
に
、
種
々
の
問
題
が
領
主
に
関
係
す
る
所
か
ら
、
ょ
せ

集
め
の
混
成
部
隊
員
に
領
主
印
を
押
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、る
。
木
肇
察
軍
国
の
場
合
だ
け
を
考
え
れ
ば
狭
義
に
解
さ
れ
る
。
狭
義
か
康
義
か
は

今
後
の
研
究
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
探
馬
赤
軍
は
少
く
と
も
領
主
の
印
が
押
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

む

す

び

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
探
馬
赤
軍
と
は
、
本
来
チ
ン
ギ
ス
・
カ
l
ン
に
潰
滅
さ
せ
ら
れ
た
タ
タ
ー
ル
・
ケ
レ
イ
ト
な
ど
の
部
族
の

残
存
者
が
賜
興
と
し
て
領
主
級
の
人
々
に
分
ち
輿
え
ら
れ
た
私
的
な
隷
属
民
の
う
ち
、
木
華
禁
固
王
軍
が
編
成
さ
れ
た
折
、
ジ
ヤ
ラ
イ
ル

・
ウ

ル
l
ト
な
ど
の
四
領
主
配
下
か
ら
集
め
ら
れ
、
奮
部
族
毎
に
五
部
に
再
編
成
さ
れ
た
軍
を
言
う
。
そ
の
構
成
員
に
は
、
領
主
の
印
が
お
さ
れ
て

い
た
所
か
ら
探
馬
赤
軍
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
身
分
は
、
初
め
こ
そ
隷
属
民
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
能
力
功
績
に
よ
っ
て
次
第
に
高
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
探
馬
赤
軍
が
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編
成
さ
れ
た
の
は

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
の
急
激
な
護
展
期
に
嘗
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
饗
化
も
大
き
か
っ
た
。

探
馬
赤
軍
を
単
に
先
鋒
軍
と
か
、
或
い
は
鎮
守
軍
と
か
侍
衛
親
軍
な
ど
に
規
定
し
た
在
来
の
読
は
、
探
馬
赤
軍
が
た
だ
そ
の
時
々
に
捲
っ

た

任
務
・
職
掌
の
一
端
を
述
べ
た
も
の
で
、
探
馬
赤
軍
の
本
質
に
燭
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

@
 

ま
た
、
探
馬
赤
軍
は

「
非
其
部
族
者
」
な
り
と
す
る
『
新
元
史
』
の
説
は
、
諸
部
族
の
員
意
を
理
解
し
な
い
説
で
あ
り
、
ジ
ヤ
ラ
イ
ル

・
ウ

@
 

ル
l
ト
な
ど
誇
り
吉
岡
き
部
族
軍
と
す
る
設
は
、
「
蒙
古
軍
は
園
人
」
な
り
の
園
人
を
等
閑
に
付
し
、
諸
部
族
を
接
大
解
揮
し
た
た
め
の
読
で
あ

る
。
た
だ
私
と
し
て
は
、
中
園
に
お
け
る
探
馬
赤
軍
の
起
源
の
研
究
に
重
貼
を
お
い
た
た
め
、
元
朝
中
期
以
後
の
探
馬
赤
の
蟹
化
や
、
西
方
の

探
馬
赤
に
は
絹
れ
え
な
か
っ
た
が
、
今
後
更
に
こ
の
方
面
の
研
究
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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① 註

我
が
圏
の
主
な
説
と
し
て
は
、
那
珂
通
世
『
成
士
ロ
恩
汗
貫
録
』
鎮
守
説
。

箭
内
互

『蒙
古
史
研
究
』
鎮
守
説
。
白
鳥
庫
古
口
「
東
胡
民
族
考
」
庖
従
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説
。
そ
の
外
、
安
部
健
夫
氏
、
岩
村
忍
氏
の
設
を
は
じ
め
、
諸
穫
の
謬
註

類
に
含
ま
れ
る
設
を
加
え
る
と
、
か
な
り
の
般
に
の
.
ほ
る
。

中
園
の
主
な
設
と
し
て
は
、
越
繋
『
二
十
二
史
劉
記
』
の
「
蒙
古
官
名」

で
は
矯
捷
の
兵
説
、
屠
寄
『
蒙
川
見
史
記
』
市
赤
停
で
は
、
議
成
の
軍
官

設
、
何
勧
恋
『
新
元
史
』
の
「
兵
志
」
で
は
、
部
族
に
あ
ら
ざ
る
者
設
な

ドと
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
撃
者
の
設
と
し
て
は
、
パ
ル
ト
リ
ド
の
鎮
守
ま
た
は
逮

魯
花
赤
に
準
ず
る
官
∞
-
∞
・
切
3
4
0
h
r
』
・
の

2
E
5
2
2国
・
ヲ
ア

守
宮
町

3
2
-
u
h
D屯
注
S
N
o
b円

R
O
S
E
S
S
E肖
・
へ

l
一

ツ

シ
ュ
は
知
事
説
、
回
・

5
2
2
n
r
司
令
h
q
F
E
F
E
ミ
s
h
Fと
忠
君

、『
E
2
叫

d
S
2・b
p
ベ
リ
オ
前
術
軍
説

-u-F-rs・
ミ
EL刊

誌

。

H
E

h
R
w
-
A
2
4
N
E
h
H
5
2
札

-h
h礼
儀
川
町
内
辺
守
ね
な
・
、
H
，.
0
ロ
ロ
問
唱
曲
O

N

由
・
こ
の

外
指
衛
官
設
な
ど
。

②

護

雅
夫

「
探
馬
赤
部
族
考
序
説
」
(『
史
筆
雑
誌
』
五
五
一編
一
腕
〉
、

向
「
元
初
に
於
け
る
探
馬
赤
部
族
に
つ
い
て
」
(『
北
亜
細
亜
翠
報
』
三

輯〉
。

③
海
老
禅
哲
雌

コ
冗
朝
探
馬
赤
軍
研
究
序
説
L

(

『
史
流
』
七
)
。

④

錫

志
M
M

コ
冗
代
的
探
馬
赤
軍
」
(
『
中
華
文
史
論
議
』
第
六
輯
〉
。

⑤
木
華
繋
王
国
箪
に
つ
い
て
は
、

『親
征
録
』『
ラ
シ
l
ド
』
な
ど
に
、
ょ

り
詳
細
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

直
接
に
は
必
要
が
な
い
の
で
、

『
元
史
』
の
「
木
筆
繋
」
停
の
内
容
を
一示
す
に
止
め
て
お
い
た
。

⑤
『
秋
澗
先
生
大
全
文
集
』
省
八
一
「
中
堂
事
記
」
中
統
二
年
六
月
二
日

の
記
事
の
中
に
、
阿
ボ
魯
抜
都
児
、
塔
四
火
魯
赤
な
ど
十
三
名
の
探
馬
赤

武
将
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
護
氏
は
前
記
二
論
文
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
族
名
、
種
族
名
を
検
討
し
て
い
る
が
、
タ
タ
i
ル
、
ヶ
レ
イ
ト
以
外
は

不
明
の
者
が
多
い
。
楊
志
玖
氏
も
、
こ
の
記
録
に
つ
い
て
鱒
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
こ
の
一
一
一
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑦
護
雅
夫
前
掲
論
文
。
護
氏
は
李
羅
を

『
元
史
』

「
木
筆
家
」
停
の
字
魯

に
あ
て
た
。

③
『
元
朝
秘
史
』
村
上
正
二
謬

『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』

一
容
六
七
頁
。

⑨

村
上
正
二
謬
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
二
審
五

一頁。

⑮
佐
口
透
謬

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
史
』
一

容
八
二
頁
。

⑪
村
上
正
二
課
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
二
容
二
一

九
頁。

⑫

同

二
各
三
五
頁
註
三
。

⑬

四

投

下

の
う
ち
、
札
刺
見
・
冗
魯

・
忙
冗
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
納
海

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
も
紛
れ
て
い
る
よ
う
に
明
確
に
し
え

な
い
。
強
い
て
、
さ
が
せ
ば
、
ジ
ヤ

ラ
イ
ル
部
木
筆
家
の
従
兄
弟
朔
阿
の

子
に
那
海
が
あ
る
。
(
村
上

『
モ
ン
ゴ

ル
秘
史
』

二
容
三
五
九
頁
参
照〉

外
の
三
投
下
が
氏
族
名
で
あ
る
の
に
比
し
、
那
海
は
個
人
名
で
あ
る
。

た
だ
し
、
那
海
の
時
に
、
新
た
に
ジ
ヤ
ラ
イ
ル
部
か
ら
濁
立
し
て
、
別

に
集
闘
を
構
成
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

⑬
こ
の
五
部
は
、
五
部
傑
馬
赤
軍
・
五
翼
探
馬
赤
軍
と

記
さ
れ
る
も
の

で
、
所
謂
五
投
下
〈
『
元
史
』
一
二

O
北
赤
台
の
冗
魯
冗
台
・
忙
冗
・
札

刺
見
・
弘
吉
刺
・
亦
乞
列
思
)
と
は
直
接
に
は
関
係
な
い
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。

⑬

村

上

正

二
課
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
一
一
一
各
一

五
頁
。

⑮

同

三

省
二
九
頁
。

⑫
『
元
史
』
各
一

二
O

A円
乃
台
侍

⑬
海
老
津
哲
雄
コ
冗
朝
探
馬
赤
研
究
序
説
」
。

⑬

岩

村

忍

『モ

ン
ゴ
ル
粧
曾
経
済
史
の
研
究
』
。
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②
吋
・
♀
岡
市
q
s
s
a
a
o
g
k
g
k
R
a
k
b
k
き
H
e
E白
-hhH

、R・

NhH記
NR3

@

V門
・
己
省
缶
詰

=oqNhhhgMZhH』
hNbqohnNhERHRHL官
、
柏
町
匂
誌
を
円
・

ミ
EhH
し

EnbhH・
n
a
h史
民

k
o
h
a
o
o
N
G
A
w
h
b
k
d
k
h
H
h
2
q・

、sh
ミ
ミ
2
3

な
お
、
第
三
田
園
際
モ
ン
ゴ
ル
皐
者
曾
議
後
、
入
手
し
た
ベ
ル
レ
氏
の

×
・
口
昌
B
U
J
S
E
2
0詰
E

b

p

、言、
g
k
g屯

N
E
H
R

nし豆、両
hHung--
uよ
g
z
a白
血
叶
曲
目

v
E
a
は
、
タ
ム
ガ
に
つ
い
て
最
も
詳

細
な
研
究
で
あ
り
、
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
『
新
元
史
』
で
は
、
探
馬
赤
軍
の
定
義
の
所
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
箇

慮
で
、
探
馬
赤
は
諸
成
或
い
は
銀
成
と
解
し
て
『
元
史
』
を
改
め
て
い

る
。
例
え
ば
、
憲
宗
卸
位
に
反
封
し
た
失
烈
門
ら
の
慮
置
に
つ
い
て
、

『
元
史
』
憲
宗
本
紀
の

諸
失
烈
門
也
速
字
里
等
於
由
民
脱
赤
之
地
。

287 

'と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
『
新
元
史
』
容
宗
列
停
で
は
、

失
烈
門
奥
定
宗
二
子
忽
察
脳
忽
亦
以
謀
作
飢
、
訊
鞠
得
賞
、
競
失
烈
円

借
同
探
馬
赤
。

と
書
き
改
め
て
い
る
が
、
も
し
私
の
設
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
た
と
え
謀

反
を
は
か
っ
た
に
せ
よ
、
太
宗
の
愛
孫
失
烈
門
が
、
あ
る
領
主
の
所
有
印

を
お
さ
れ
た
隷
属
民
に
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
モ

ン
ゴ

ル
枇
曾
史
上

重
大
な
問
題
に
な
ろ
う
。

@
護
氏
の
研
究
は
、
遊
牧
民
族
・

遊
牧
枇
曾
に
帆
到
す
る
理
解
に
お
い
て
、

ま
た

『
元
史
』

に
劃
す
る
基
本
的
態
度
に
お
い
て
、
私
も
賛
成
で
、

教
え

ら
れ
る
所
が
多
か
っ
た
。
た
だ
護
氏
は
爾
論
文
に
お
い
て
、

「
探
馬
赤
軍

と
は
投
下
の
重
要
な
る
軍
隊
な
り
」
と
い
う
前
提
を
設
定
し
、
こ
れ
に
も

と
.つ
い
て

展
開
し
た
の
で
、
特
楢
階
級
的
な
箪
隊
の
面
が
強
調
さ
れ
た

が
、
私
の
見
る
限
り
、
探
馬
赤
軍
編
成
省
時
の
原
貼
に
踊
る
と
、
探
馬
赤

軍
は
隷
属
的
性
格
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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On the Tamachi探馬赤Army under the Kingdom of

　　　　　　　　　　

Mukhali木華黎

Jｕｍｐｅｉ ＨａｇｖｗａΓａ

　　

The Tamachi army was a military force active outside of Mongolia

in

　

such places as China and Iran from the time of Chinggis Khan.

However, there remain unclear aspects of its actual state of affairs,and

thus far many Japanese, Chinese, and European scholars have but estab-

lished various definitions. For ｅχample there are theories that the Tamachi

army was an advance force, that it was ａ defense　force, and that it was

ａ tribal force formed among the noble Mongol tribes of the Jalair and

the Manggut｡

　　

l have analyzed this army by going back to its origins under the rule

of the kingdom of Mukhali at which point the Tamachi army appears

earliest in the historical documents. Thus, before Chinggis Khan built

his state, he carried out a full-fledged war and decimated the Tatar and

Kereit peoples ； their infant children who survived ｗｅ「eallocated as sub-

jegated peoples to the noble Jalair and Manggut tribes. When China was

under Mukhali's control, he collected together these subjegated peoples,

and the army which he organized with each of the 01d tribes prior to

their dissolution was this Tamachi army ； and the tａｍｕｒａor seal ０ｆtheir

lord was stamped on each soldier. They bore the heaviest burdens in.

their role as advance or defensive forces, but as the Mongol armies pro-

ceeded with conquering and subjegating, their duties as landlords increased

as well. This will be made clear.

４－


